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Ⅰ．調査集計結果の概観

■ 中高年齢層の占める割合の増加−回答者の属性分析から
芸能実演家の回答者の年齢構成

は、平均年齢が 54.0 歳、50 歳以上

で 59.6％を占めるに至っています。

５年前の第８回調査では平均年齢

51.5 歳、50 歳 以 上 が 53.7 ％、10 年

前の第７回調査では平均年齢 51.8

歳、50 歳以上が 53.5％であったの

と比較して、ここにきて中高年層の

割合が増加しています。

平均年齢 2.2 ポイント増の要因

は、ひとつには第８回調査の対象に

年齢層の若いモデルエージェンシー

に所属する実演家が多く含まれ平均

年齢を押し下げる要因になっていた

のに、今回はモデルに集中して対象

抽出されていないことがあげられま

す。さらに８ジャンル別のこれまで

の調査の傾向から、平均年齢が比較

的若い「洋舞」の実演家が占める割

合が低めであることと、逆に高齢で

も活躍し続ける「邦楽」の回答率が

上昇して邦楽実演家の占める割合が

若干上がっていることが平均年齢を

押し上げているのではないかとも考

えられます。しかし、ジャンル別の

平均年齢の推移を見ていくと、「洋

楽 」 が 50.0 歳 か ら 47.5 歳 に 微 減、

「洋舞」が 48.0 歳から 47.8 歳に微減、

あとのジャンルはすべて増加してい

て、全体的に年齢層があがっている

傾向は否めません。参考までに第７

回調査の８ジャンル別の平均年齢と

の比較においては、演芸（57.1 歳か

ら 52.3 歳に平均年齢低下）を除い

て、すべてのジャンルで平均年齢が

あがっています。

ジャンル別の特徴としては、日本

古来の芸能分野、すなわち「邦楽」、

「邦舞」、「伝統演劇」は 60 歳以上の

割合が高く、特に「邦舞」におい

ては 70 歳以上で現役である実演家

が 40.8％となっているのが目立ちま

す。一方、「洋楽」「洋舞」は、50

歳未満の割合が高い傾向があります

が、「洋舞」においても、50 歳未満

の割合は第８回では 50.8％であった

のに対し、今回は 45.9％にとどまっ

ています。

参入してくる若年層の数を上回る

ほど、実演家のリタイアがなく、生

涯現役で活動し続ける実演家が多い

という特徴が浮かび上がっていま

す。

日々研鑽を積み、技能向上のために研究、トレーニングを欠かさない。
収入は、世間で羨まれているほど高収入の人は少なく、必要経費の個人負担は少なくない。
実演芸術をとりまく仕事環境は、決していいとは言えない。
けれども、自分の能力や才能を発揮するために仕事をし、自分の仕事には高いプライドを持っている……今回の調査か
ら明らかになった実演家像です。
過去の調査と比較をすると、社会の変化とともに変わってきた部分もあります。
また今回は初めて地域別集計を試み、地域によって異なる意識、要望が読みとれる部分もあります。
第 9 回調査の概観をここに提示します。

■ ジャンルと仕事の内容―教える仕事に携わる人が過半数

携わっている分野を複数回答で求

めたところ、最も多かったのが「放

送（テレビ、ラジオ）・スタジオ録

音、スタジオ録画」の 19.5％で、次

いで「現代演劇・メディア」（13.5％）、

「オーケストラ」（13.2％）、「能楽」

（11.5％）、「日本舞踊」（10.6％）で

したが、ほかは全て 10％未満で分

散傾向にあります。しかし、最も比

重の大きいもの回答１つに限定する

と、「放送（テレビ、ラジオ）・スタ

ジオ録音、スタジオ録画」は 2.8％

にとどまり、10％を超えているのは

「オーケストラ」（10.8％）、「能楽」

（10.7％）だけになります。

「邦楽」「伝統演劇」「邦舞」「洋楽」

「現代演劇・メディア」「洋舞」「演

芸」「演出・制作等」の８ジャンル

の内訳をみると、「洋楽」「現代演劇」

は最も比重の大きい分野が多岐にわ

たっています。（問 A-1(a)、(b)）

現在、仕事でしていることを複

数回答で求めたところ、「教える、

指導する」が 58.4％と６割近くに

のぼり、次いで「楽器を演奏する」

（32.8％）、「歌・唄・謡をうたう、語る」

が 25.5％、「踊る・舞う」が 25.3％

と続いています。最も比重の大きい

ものに絞りこんでも、「教える、指

導する」が最多で 21.1％、「楽器を

演奏する」が 19.1％、「劇やドラマ

を演ずる」が 13.2％となっています。

（問 A-2(a),(b)）
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【芸歴】　芸歴、活動年数の平均は

37.0 年。出演料、報酬を得るように

なってからの平均年数は 26.6 年で

した。（第８回調査では、それぞれ

33.0 年、24.1 年）。ジャンル別にみ

ると、「邦楽」「伝統演劇」「邦舞」「洋

舞」で活動歴「41 年から 50 年」の

層が最も割合が大きく、「洋楽」と

「演出・制作等」が「31 年から 40 年」

が最も多く、「現代演劇・メディア」

と「演芸」では「21 年から 30 年」

が最も多くなっています。（問 A-4 

(a),(b)）

【動機】　現在の仕事をするように

なった動機を複数回答で求めたとこ

ろ「とにかくやりたくて」が最も多

く 42.2％となっています。次いで「自

分の素質や才能を活かせると思った

から」が 33.3％。ほかの理由はいず

れも２割未満です。

しかし、ジャンル別に見てみると、

動機にはばらつきがあります。

「演芸」は、「とにかくやりたくて」

が 62.0％と突出しており、「自分の

素質や才能を活かせると思ったか

ら」も 41.7％と、意欲と自信が強い

動機となっています。

しかし、環境が大きな要因となっ

ていると推察されるジャンルがあり

ます。

「伝統演劇」では、「その分野の芸

を世襲している家で生まれ育ったか

ら」が 30.4％と最も多く、次いで「と

にかくやりたくて」25.0％、「先輩、

友人、その他の影響を受けて」が

22.8％となっています。

「邦楽」「邦舞」では「世襲では

ないが、家庭環境で自然に入った」

がそれぞれ 34.3％、26.8％と最も多

く、次いで「とにかくやりたくて」

（26.9％、25.4％）となっています。

「邦楽」「伝統演劇」「邦舞」では、

「親・兄弟その他に勧められて」が

いずれも 16％前後で、ほかのジャ

ンルより高めなのをみると、伝統芸

能の分野は家庭や周囲の環境や周囲

の人の勧めが重要な要因になってい

ることが見てとれます。

「洋楽」で最も多いのは、「自分の

素質や才能を活かせると思ったか

ら」で 55.0％。「とにかくやりたくて」

は 49.8％で、全体の傾向とは順位が

逆転しており、「先輩、友人、その

他の影響を受けて」が 24.5%、「オー

ディションを受けて合格したから」

が 18.1％と、自他ともに才能を認め

ることが重要な要因になっていると

推察されます。

「現代演劇・メディア」は、「とに

かくやりたくて」が 59.5％、「自分

の素質や才能を活かせると思ったか

ら」が 39.7％と「演芸」と傾向が似

ていますが、「先輩、友人、その他

の影響を受けて」が 24.5％と、全体

平均より高い割合となっています。

「洋舞」は「とにかくやりたくて」

が 54.2％と、「自分の素質や才能を

活かせると思ったから」が 31.3％で、

あとはそのほかの選択肢に分散して

います。

「小さい頃から芸能活動のための

教育を受けたから」の選択肢で、「邦

舞」23.2％、「洋舞」19.1％が高めで、

小さい頃からの稽古、訓練が大きな

意味をもつジャンルであるのが伺わ

れます。（問 A-3(a),(b)）

【技能の習得】　どのように今の活

動分野の技能を身に着けたかを複数

回答で求めたところ、最も多かった

のが「その道のプロに弟子入りして

教えを受けた」が 42.6％で、次いで

「小さい時から先生についてレッス

ン、指導を受けた」が 32.9％、「専

門学校・教室・養成所などで教育を

受けた」が 22.3％、「劇団・楽団な

どプロの集団に直接入って技能を身

に着けた」が 20.8％となっています。

この中で最も重要だったと思うも

の１つに絞り込むと、こちらも１

位、２位は「その道のプロに弟子入

りして教えを受けた」（31.4％）と

「小さい時から先生についてレッス

ン、指導を受けた」（14.0％）ですが、

３位は「劇団・楽団などプロの集

団に直接入って技能を身に着けた」

（12.4％）でした。

ジャンル別に見てみると、それぞ

れの技能の習得の道筋に特徴がある

のが伺われます。

「演芸」は「その道のプロに弟子

入りして教えを受けた」が 70.6％と

突出していて、ほかの選択肢の比率

が小さいのに対し、「現代演劇・メ

ディア」は、最も多いのは「劇団・

楽団などプロの集団に直接入って技

能を身に着けた」が 46.4％で、次い

で「専門学校・教室・養成所などで

教育を受けた」で 23.8％です。

「洋楽」は「その分野の専門の大

学院、大学、短大で教育を受けた」

が 33.7％、次いで「小さい時から先

生についてレッスン、指導を受け

た」が 20.5％となっています。

「洋舞」は「小さい時から先生に

ついてレッスン、指導を受けた」が

43.5％で最も多くなっています。「邦

舞」は、「小さい時から先生につい

てレッスン、指導を受けた」と「そ

の道のプロに弟子入りして教えを受

けた」がともに 38.7％と並んでいま

す。（問 A-5（ａ )､ (b)）

■ 実演家のキャリア形成
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芸能実演家の仕事の場は、舞台な

どのライブの公演への出演、メディ

アへの出演・撮影・録音、教える仕

事の３つに大別されます。出演、収

録には、それぞれに稽古、リハーサ

ル等があるほか、個々人で研鑽をつ

むことも欠かせません。

昨年１年間に行った活動について

複数回答で求めたところ、最も多

かったのは「舞台、コンサート、ラ

イブ、ショー、イベントなどへの出

演」76.9％で、「舞台等への出演の

ための稽古（リハーサル、移動日を

含む）」68.2％、「教える仕事（ワー

ク シ ョ ッ プ・ 体 験 指 導 も 含 む ）」

63.1％の順です。

これを日数ベースで見てみると順

位が変わります。全ジャンルの平均

活動日数で最も多いのは「技能を維

持するための研鑽、トレーニング、

仕事に必要なリサーチ、研究など」

が 151.0 日で、次いで「教える仕事」

が 102.5 日です。舞台などへの出演

は 60.4 日で、そのための稽古が 84.7

日となっています。

これを８ジャンルごとに見ていく

と、舞台などへの出演が最も多く

なっているのは「演芸」で、平均値

が 123.5 日。次に多いのが「伝統芸

能」で 81.6 日です。そのための稽古、

リハーサル等に費やしている日数が

一番多いのが「洋舞」(144.1 日 ) で、

次いで「洋楽」(107.5 日 ) です。

「教える仕事」が多いのが、「洋舞」

（189.5 日）、「邦舞」（147.7 日）です。

「映画・放送・メディアへの出演」

が最も多いのが「現代演劇・メディ

ア」で 54.7 日です。（B-2(a)、(b)）

昨年 1 年間に「芸能以外の仕事を

していない」と回答した人は過半数

を超えていて、過去の調査と比べて

もあまり変化はありません。（B-4）

これを、収入源の面から見てみま

す。全ジャンルを総合すると「舞台

出演」からが最も多く 31.6％、「教

える仕事」が 25.5％で続きます。芸

能以外からの収入も少なくありませ

ん。「年金、不動産、その他の事業

経営」からの収入は全体で 11.7％、

「それ以外の収入」は 13.9％となっ

ています。

ジャンル別にみると、「舞台出演」

が最も多いのは「演芸」（67.4％）、

次 い で「 伝 統 芸 能 」（43.6 ％） と、

日数ベースと同じ傾向です。「教え

る仕事」が多いのが「洋舞」（56.1％）、

「邦舞」（50.1％）です。「映画・放送・

メディアへの出演」が最も多いのが

「現代演劇・メディア」で 24.1％です。

（問 B-8）

 活動の状況について

■ 景況感
仕事の機会について２～３年前と

の比較でいうと、いずれの仕事も「変

わらない」が多数派ですが、「舞台」

「メディア」への出演が減ったと感

じている傾向が強く、「教える仕事」

で増加していると感じている人の割

合が比較的高いです。

ジャンル別にみると、「舞台」中

心の「演芸」では、舞台などへ出演

が「大幅に減った」と回答している

人の割合が最も高く、主たる活動で

減少傾向を感じている状況がありま

す。

「メディアへの出演」が中心の「現

代演劇・メディア」では、「メディ

アへの出演」が大幅に減ったと感じ

ている傾向が強く出ています。（問

B-3）

「教える仕事」が中心の「洋舞」「邦

舞」では、景況感が逆で、「邦舞」

では減ったと感じている傾向がある

のに対し、「洋舞」では増えたと感

じている傾向の方が勝っています。

（問 B-3）

■ 教える仕事の状況
実演家の６割近くが携わっている

「教える仕事」ですが、その教授業

の場はさまざまです。

継続的に教えていて「学校や教

室、養成機関に勤めて教えている」

は 51.7％、「自分で教室を主宰して

弟子をとっている」が 67.0％で、「不

定期でときどき体験指導などを依頼

される」が 36.9％でした。「邦楽」「伝

統演劇」「邦舞」では、自分で弟子

をとる割合が圧倒的に高く、「洋楽」

「洋舞」では、学校等に雇われてい

る場合と、自分で生徒をとる割合は

拮抗しており、「現代演劇・メディ

ア」と「演芸」では「学校等に勤め

て」の方が多くなっています。

生徒・弟子の数では、「学校や教室、

養成機関等」で継続的に教えている
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生徒数は平均値で 47.7 人。第８回

調査結果（46.5 人）から微増です。

ジャンル別でみると、「邦楽」「洋舞」

「演芸」で増加しています。「自分で

教室を主宰して」教えている生徒・

弟子の数は平均で 23.1 人。第８回

調査は 26.5 人でしたから若干の減

少です。ジャンル別にみると、増え

ているのは「邦舞」だけで、ほかは

減少していました。第８回の調査対

象とは異なるので、増減の傾向は同

一実演家が教える生徒・弟子の増減

傾向を現しているものではありませ

んが、問 B-3 で見た「２～３年前と

比べて」実演家が感じている増減の

傾向とはやや異なっていました。（問

B-5）

実演家が教える仕事を依頼され

る場、主体について問うている設

問では、第８回と分布はほぼ一緒

ですが、「小中高校」が 17.0％から

25.6％に、「民間企業や個人主宰の

音楽教室、バレエ教室」が 19.4％か

ら 23.3％というように増加傾向が見

られました。（問 B-6）

■ 収入と費用の負担
芸能実演家の昨年１年間の個人収

入は、「300 万円未満」までの所得

層で５割程度を占めています。前回

調査と比較すると、最も多い層が前

回は「100 万から 200 万円未満」だっ

たのが、「200 万から 300 万円未満」

にシフトしました。第８回との比較

でいうと、低所得層は減少していま

すが、高い所得層の割合にそれほど

変動は見られません。

年齢別に分布をみると、40 ～ 49

歳の中堅では「500 ～ 600 万円未満」

の割合が最も高くなっており、若年

層と比べると年齢に応じて徐々に収

入があがっているのが見てとれま

す。過去の調査との比較を年齢層別

の平均所得の推移で比べてみると、

リーマンショックの影響があったと

推察される第８回より上回る傾向に

ありますが（ただし「40 歳から 49

歳」で若干低くなっています）、経

済全体が今より好況だったと思われ

る 15 年前の第６回時よりはいずれ

の年齢層でも下回っています。とり

わけ 60 歳以上の平均収入が４回の

調査のうち下から２番目と低く、高

齢者層の収入低下の傾向が強くなっ

ています。（問 B-7(a)）

芸能実演家の所得水準は、収入だ

けでなく必要経費の割合も影響する

ため、第９回調査では、総収入に対

する必要経費の割合について問いま

した。その結果、「給与所得だけで

確定申告はしていないので、所得控

除の対象になった必要経費はない」

と回答した割合が 23.3％と最も多く

なっていました。（問 B-7(b)）

収入の形式についてみると「仕事

に応じて支払われる報酬」が「月給、

年俸などのあらかじめ決められた報

酬」を上回っていて、月給、年俸な

ど予め決められた報酬を得ていない

人の割合が高いです。（問 B-9）

にもかかわらず、問 B-7(b) で「所

得控除の対象になった必要経費はな

い」という回答が多すぎるのではな

いかと、回答者の他設問での回答を

調べてみると、「月給などの予め決

められた報酬」は受け取っていない

けれども確定申告はしていないと回

答している人が含まれているようで

す。今回は、確定申告をしている人

の割合を掴んでいませんが、実演家

の確定申告の状況については、今後

より丁寧な調査が必要と思われま

す。

個人負担となっている仕事上の必

要経費について複数回答で問うた設

問では、多い順に「衣裳などの購入、

洗濯費、借用料」「交通費」「整髪料、

化粧品」「通信費」「接待費・交際費」

「身体ケア、ケガ・病気予防にとも

なう支出」と並び、第８回と比較し

て上位６位までは変動ありませんで

した。

ジャンル別にみると、芸能実演家

が個人で舞踊会、演奏会、独演会な

ど発表の機会を持ち、そのための個

人負担が大きいと推察されるのが

「邦舞」「邦楽」です。「会場の使用料」

に加え「ノルマのチケットの売れ残

りの自己負担」が大きいことから、

発表機会の観客集めが難しく実演家

の負担になっているジャンルです。

「演芸」「洋楽」「邦舞」「邦楽」は「チ

ラシ、プログラムの印刷費」が比較

的多くなっています。

一方、公演の費用は主催する所属

集団・組織で負担するとみられる

ジャンル「現代演劇・メディア」で

は「会場の使用料」「チラシ等印刷

費」の負担割合が少なく、チケット

売れ残りの負担の割合も低めになっ

ています。「洋舞」は「邦舞」「邦楽」

よりは個人負担の割合は少ないです

が、チケットの自己負担は２割以上

あります。

「共演者に対する出演料、謝礼」

については「邦楽」（31.4％）を筆

頭 に、「 邦 舞 」（27.5 ％）、「 演 芸 」

（27.0％）、「洋楽」（24.5％）、「伝統

演 劇 」（23.2 ％）、「 洋 舞 」（20.6 ％）

と続き、実演家が伴奏者などの実演

家に対して支払う立場にあるという

のも特徴的といえます。（問 C-2）
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昨年１年間に、医師の治療が必要

となった仕事上のケガと病気の経験

率はそれぞれ 9.0％、17.0％で、ケ

ガの発生場所は半数近くが稽古場で

起きています。治療費等の負担状

況は、「自分で負担した」が圧倒的

に多く、ケガの発生での労災適用

は 7.6％にとどまっています。治療

費以外の補償では、「何もない」が

ほとんどで、「見舞金程度」が若干

あるにとどまり、休業補償がうけら

れないのが実態です。仕事由来のケ

ガ、病気であっても自己負担で補

償もないという状況は前回までの

調査結果と変わっていません。（問

C-3,4,5）

■ 仕事上の問題点
芸能実演家が感じている仕事上の

問題点を複数回答で問うたところ、

最も多いのが「自分で仕事を開拓し

ていくだけの余力がない」（31.2％）

で、次いで「仕事が単発で継続して

仕事がない」（27.0％）。その次に「報

酬その他についての交渉力が弱い」

（25.6％）があがっています。ジャ

ンルによって傾向に違いがあります

が、実演家が抱えている問題点は多

岐にわたっています。一方、今回、「問

題があるとは感じていない」という

選択肢も追加したところ、18.6％の

回答があり、特に問題を感じていな

い層も存在することがわかりまし

た。（問 C-1）

契約関係について、放送番組等に

出演する場合について契約書の有無

を問うたところ、「全く契約書は交

わしていない」が 16.3％、「マネー

ジャーに任せているので自分では

確認していない」10.7％となってお

り、「必ず契約書は交わしている」

は 4.9％にとどまっています。（問

B-10）

実演家が有する著作隣接権につい

ての認識を問うたところ、「知って

いる」37.6％、「聞いたことはあるが、

よく分からない」30.6％、「知らない」

25.8％で、著作隣接権に由来する権

利の委任状況について「権利処理を

行う団体に委任している」は 30.8％

で、「所属事務所等に任せている

ので自分ではよくわからない」が

16.9％、「何もしていない」が 44.4％

となっていました。（問 B-11､ 12）

■ よりよい活動を続けていくために
実演家としての技術・技能を向上

させるためのサポートとして何が必

要か、選択肢の中から３つまで選ぶ

問では、「稽古・練習のための場所

が確保・提供されること」「芸能や

映画などの作品を発表、公開できる

場が確保・充実されること」「技術・

技能向上のための研修奨励金や受講

料補助があること」の３つが上位に

並び、この傾向は第８回調査と変

わっていません。

日頃から、仕事に関わらず「技能

を維持するための研鑽、トレーニン

グ、仕事に必要なリサーチ、研究な

ど」に費やす時間が多く、自己負担

の費用の中で「会場費」が少なから

ずある状況を考えると、必然的にこ

のようなサポートを強く要望するこ

とが頷けます。（問 D-2）

安心して活動していくための必要

条件として３つまで選択する問で

は、「発表や公演、出演の機会が多

くあること」「報酬額や就労時間な

ど仕事の条件がよくなること」「文

化芸術全般に対して国や自治体等に

よる公的な支援が充実すること」が

上位３つを占めていて、これも第８

回調査結果と同様です。（問 D-3）

万一の場合や老後に対しての備え

として、実演家がどう対応している

か複数回答で問うた設問では、「生

命保険や損害保険などに加入して

いる」と「国民年金に加入してい

る」がそれぞれ約６割ありますが、

「備えをする経済的余裕がない」が

18.9％あるなど、十分な備えがあ

るとは言えない状況です。第８回

調査との比較でいうと、「余裕がな

い」は 2.1 ポイント減少し、保険加

入や貯蓄などの備えの回答も少しず

つ増えていることから、５年前より

は万一に備えるゆとりが出てきたの

か、あるいは老後への危機感が高

まっていることの表れと推察されま

す。（問 E-7）

 芸能実演家の仕事環境について
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芸能実演家全体でみると、仕事に

対する考え方を問う質問では、「自

分の仕事にプライドを持っている」

「今の仕事をできる限り続けたい」

は９割前後が肯定しており、８割弱

が「入ってくる仕事は総じて、自分

がやりたいと思っている‘本業’の

仕事」であると考えています。

「自分の仕事は世の中から評価さ

れている」「自分が持つ能力を十分

活用することができている」に至っ

ては、肯定的な回答の割合が６割強

です。

その一方、仕事の量は十分とは考

えていない人の割合の方が高く、「ラ

イブ、舞台公演など‘なま’の芸能

の将来に明るい見通しを持ってい

る」では、６割弱が否定的な回答と

なっていて、将来に不安を覚えてい

る状況です。

働く目的について問うたところ、

「自分の才能や能力を発揮するため

に働く」と答えた者の割合が 37.4％

と最も高く、次いで「生きがいをみ

つけるために働く」が 24.9％、「お

金を得るために働く」が 20.3％です。

同じ質問がなされている国民生活

に関する世論調査（平成 26 年６月）

の回答では、「お金を得るために働

く」と答えた割合が 51.0％、「生き

がいをみつけるために働く」と答え

た者の割合が 21.3％、「社会の一員

として，務めを果たすために働く」

と答えた者の割合が 14.7％、「自分

の才能や能力を発揮するために働

く」と答えた者の割合が 8.8％となっ

ています。世間一般に比べて、実演

家は自らの才能を活かすことや生き

がいが目的となっているという違い

が明確に出ています。（問 D-1(b)）

 仕事や生活に対する考え方
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第９回調査では、居住都道府県の

回答を得て、地域別集計が可能にな

りました。今回は、「関東地方」「近

畿地方」「沖縄県」「その他の地方」

の４地域に分けて分析しました。

沖縄県では、「邦楽」と「邦舞」

がそれぞれ半数近くを占めていて、

「近畿地方」では、日本古来の芸能

である「邦楽」「伝統演劇」「演芸」

に従事している人の割合が「関東地

方」より高くなっています。

仕事の状況では、「メディア出演」

が「関東地方」で他の地方より高く

なっています。「その他の地方」で

は、「振付・演出・指揮、作曲、編曲、

作詞、台本執筆」や「企画・プロデュー

ス・制作」「教える仕事」の割合が

他地域より高くなっています。

「教える仕事」では、「沖縄県」で

は自ら教室を主宰する割合が高く、

不定期の指導依頼は少ないです。「関

東地方」と「近畿地方」の動向にあ

まり違いはありません。

収入については、「関東地方」よ

り「近畿地方」「沖縄県」の方が低

所得者層の割合が多くなっていま

す。一方、個人負担となっている仕

事上の必要経費は、「関東地方」は

高めで、「交通費」「通信費」「接待費・

交際費」「身体ケア、ケガ・病気の

予防」では「近畿地方」より 10 ポ

イント前後高くなっています。

仕事に対する考え方や目的意識に

ついて、「関東地方」「近畿地方」は、

全国平均と傾向はほぼ変わりませ

ん。しかし「仕事の量は十分である」

ということについて、「その他の地

方」は肯定的に捉えている傾向が見

られます。

「仕事上の問題点」では地域差が

若干あります。

「自分で仕事を開拓していくだけ

の余力がない」は、「関東地方」で

は最も問題視されている項目です

が、「沖縄県」ではさほど多くの人

が問題視しておらず、「問題がある

とは感じていない」が最も回答が多

く 29.9％でした。

芸能実演家としての技術・技能を

向上させるための必要条件について

みると、全国集計では「稽古、練習

のための場所が確保、提供されるこ

と」「芸能や映画等の作品を発表、

公開できる場の確保・充実」「研修

奨励金」が１位、２位、３位ですが、

「関東地方」「近畿地方」「沖縄県」「そ

の他の地方」で、いずれも１位、２

位、３位の順位が異なります。

安心して活動できるための必要

条件については、各地方とも、1,2,3

位はほぼ同じで、「発表や公演、出

演の機会が多くあること」「報酬や

就労時間など仕事の条件がよくなる

こと」「「文化芸術に対する国や自治

体の公的支援の充実」が高い割合と

なっています。４位以下をみると、

「近畿地方」と「その他の地方」では、

公共劇場等が文化拠点として機能す

ることの必要性をあげる人の割合が

高く、「沖縄県」では、研修への支援、

練習場の確保、学校での芸能の教育

の機会が十分に組み込まれることを

要望する人の割合が他地域よりも高

くなっています。

今回、地域別分析を部分的に試み

てみましたが、このように地域ごと

に若干異なる現状があることを踏ま

え、きめ細やかな文化政策の策定と

その実現が望まれます。

 地域別集計結果

■ 関東、近畿、沖縄の地域性
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Ⅱ．調査設計・調査回答者について

第９回実態調査も、基本的にはこ

れまでの調査方法を踏まえ、無作為

に抽出された実演家、スタッフを調

査対象としていますが、抽出母体に

ついては一部変更を行っています。

本調査は、原則として芸団協正会員

団体を構成する実演家、スタッフ

を、所属団体ごとに「邦楽」「伝統

演劇」「邦舞」「洋楽」「現代演劇」「洋

舞」「演芸」「その他」の８ジャンル

の分野にわけ、それぞれ少なくとも

100 人以上の回答が得られるように

抽出数を割り出してきました。

これまで「現代演劇」部門では、

芸団協正会員団体のうち現代演劇部

門にかかわる協会にサンプル数を割

り当てていましたが、今回は、一

般社団法人映像実演権利者合同機

構（PRE）に協力をあおぎ、正会員

傘下の実演家だけでなく、映像実演

にかかわる実演家として同機構に権

利委任をしている実演家およそ４万

余名から無作為抽出するのを基本と

しました。ただし正会員傘下には、

PRE に委任をせず舞台だけで活動

している劇団等もあるので、一部、

劇団経由で送付し、舞台と映像の両

方の分野を網羅する「現代演劇・メ

ディア」部門として扱うことにしま

した。これにともない、前回は「そ

の他」部門で調査対象となっていた

日本モデルエージェンシー協会（芸

団協加盟は 2002 年）は、PRE に委

■ 調査対象の抽出方法の一部変更について

■ 調査設計

第９回

調査対象者 日本芸能実演家団体協議会の正会員団体を構成する個人

調査方法 郵送法（一部団体発送）

抽出方法 団体名簿による割当法＊

調査期間 2014年８月１日（金）～８月31日（日）

発送数 6,941

総回収数 ** 1,615

有効回収数 1,603

有効回収率 23.1％

調査協力機関 株式会社インテージリサーチ

＊正会員団体を８つの分野に分類し、同一設問ではあるが用紙の色を８種用意し、分野ごとに色をわけて送付。
** 総回収数は白票など無効票を含めた回収数。

第８回

調査対象者 日本芸能実演家団体協議会の正会員団体を構成する個人

調査方法 郵送法（一部団体発送）

抽出方法 団体名簿による割当法

調査期間 2009年７月 10日（金）～８月８日（土）

発送数 5,860

総回収数 1,361

有効回収数 1,353

有効回収率 23.1％

調査協力機関 株式会社インテージ

＜参考＞　調査設計
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任しているモデルがほとんどである

ことから、「現代演劇・メディア」

部門に含めました（一部、PRE に

委任していないモデルが多く所属す

るモデルエージェンシーには調査票

を送付し、事務所経由で実演家に調

査協力依頼をしています）。したがっ

て、第８回調査では「その他」のカ

テゴリーにモデルが多く含まれてい

ましたが、第９回の「その他」の部

門には含まれていません。今回は、

演出と劇団等の製作、オーケスト

ラ、バレエ団の事務局を対象として

設問票を送付しました。属性が異な

るので、「その他」部門については

第８回と第９回の単純比較はできな

いことにご留意ください。

上述のように「現代演劇・メディ

ア」部門として変更を加えた理由

は、芸団協では会員団体への所属の

有無にかかわらず、実演家の著作隣

接権にかかる徴収分配業務を行って

いるので、その範囲の実演家の実態

把握を試みるべきではないかとい

う観点からでした。また、音楽部

門についても同様の考え方から、一

般社団法人演奏家権利処理合同機構

（MPN）を通じての抽出も検討しま

したが、MPN に委任している実演

家より、洋楽部門の会員団体に所属

している実演家の方が範囲が広いと

いうことで、従来どおり音楽分野に

ついては会員団体ごとに調査対象を

抽出することとしました。

変更の理由は、もうひとつありま

す。

個 人 情 報 保 護 法（2005 年 施 行 ）

の浸透により、所属する実演家等の

名簿を公表しない方針をとる団体が

増え、個々の実演家への送付先情報

を入手するのが困難になりつつあり

ます。PRE からの協力は、多くが

実演家のご自宅ではなく所属事務所

等を登録しているため、宛名の提供

に理解が得やすかったことがありま

す。ただし、その反面、所属事務所

の移動や引退等の変更が反映されて

いなかったり、所属事務所の芸団協

の調査に対する認知が進んでいな

かったと推察され、調査票の受取拒

否の返送率が高くなっていました。

結果として「現代演劇・メディア」

ジャンルは、会員団体経由の追加発

送を行い、従来どおりの回答数を得

るに至りました。

他分野の協会等においても、送付

方法は変化しています。各役員会等

で芸団協調査への協力を検討してい

ただき、了承が得られ名簿提供いた

だいた団体もありますが、名簿の提

供はできないけれども必要な通数の

発送に協力するという形での発送が

増えました。個人情報保護法施行以

前は、全団体から名簿のご提供をい

ただき、名寄せをして重複を避けて

抽出し一括送付作業をしていました

が、名寄せはできなくなりました。

そのため設問票を２通受け取る方が

いたかもしれません。発送作業は、

団体ごとに異なる対応をしたため煩

雑となり日数がかかりました。各団

体の事務局のご協力がなければ、実

演家、スタッフ合わせて 8000 通を

超える調査票の送付は不可能でし

た。このような時代になっても 40

年にわたって継続され会員団体の皆

様に認知されている調査として実施

できたことに、歴史の積み重ねを感

じました。本調査の意義をご理解く

ださり、手間を惜しまずご協力くだ

さった多数の方々に、改めて御礼申

し上げます。
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先に触れたように、「現代演劇・

メ デ ィ ア 」 に お い て は、 初 め て

PRE の名簿から抽出した実演家に

送付したので、前回よりも有効回収

率は低くなりました。しかし、追加

発送の効果があり、前回を上回る有

効回答数が得られています。今後

は、PRE に委任している実演家お

よび所属事務所等に対する本調査の

認知度を高めたり、抽出対象につい

ても過去一定期間に著作隣接権の分

配を受けた実績のある実演家に限る

などして、映像の分野で仕事をして

いる実演家からの回収率アップのた

めの工夫が必要と思われます。

「邦舞」は、前回も唯一有効回収

率が 10％台と、８分野の中で最も

低い率でしたが、今回はさらに 1.6

ポイント下がって、13.5％と最も低

い有効回収率でした。

一方、伝統演劇は 31.5％、邦楽が

27.7％と高い回収率の分野もあり、

結果として実演家全体では前回と同

じく 23.1％の有効回収率となってい

ます。

■ ジャンル別回収率

第９回

発送数 総回収数 有効回収数 有効回収率

TOTAL 6,941 1,615 1,603 23.1％

A　邦楽 885 251 245 27.7％

B　伝統演劇 710 225 224 31.5％

C　邦舞 1,050 143 142 13.5％

D　洋楽 800 249 249 31.1％

E　現代演劇・メディア 1,606 253 252 15.7％

F　洋舞 623 131 131 21.0％

G　演芸 645 165 163 25.3％

H　その他（演出・制作等） 622 198 197 31.7％

＊�「E　現代演劇・メディア」には、これまでの現代演劇部門の正会員団体傘下の実演家のほかに、加盟外の映像実演に関
わる実演家が対象に含まれています。

＊「H　その他（演出・制作等）」は、前回の「その他」での対象と異なるので、比較には注意を要します。

＜参考＞
第8回　ジャンル別回収率

第８回
発送数 総回収数 有効回収数 有効回収率

TOATL 5,860 1,361 1,353 23.1％
A　邦楽 760 158 154 20.3％
B　伝統演劇 700 200 200 28.6％
C　邦舞 900 137 137 15.2％
D　洋楽 700 176 176 25.1％
E　現代演劇 800 206 205 25.6％
F　洋舞 700 144 144 20.6％
G　演芸 600 164 162 27.0％
H　その他 700 176 175 25.0％
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■ 回答者のジャンル構成比について
８つのジャンルの回答者数がすべ

て 100 を超えるようにと抽出を行っ

ており、割合がほぼ同じになるの

が理想です。従来、「邦舞」「邦楽」

「洋舞」は、回収率が低めなので発

送数を調整するのですが、第９回で

は、「洋舞」（8.2%）、「邦舞」（8.9%）

の割合が前回より低くなりました。

「洋舞」は会員外への調査協力要請

が間に合わなかったため、送付数を

増やせませんでしたが、回収率は若

干あがっています。「邦舞」は、日

本舞踊協会会員以外にも沖縄地域の

舞踊家の発送数を増やしましたが、

回収率は伸びませんでした。今回は

第８回との比較では「邦楽」で回収

率があがり、「現代演劇・メディア」

（15.7%）と「洋楽」（15.5%）に次い

で割合が高くなりました。

※�調査票発送段階で、あらかじめ左図の 8つのジャ
ンルに分類しています（巻末参照）。そのためA-1（b）
「たずさわっている分野のうち最も比重の大きいも
の」（p.133）の回答と若干異なる場合があります。

15.3

11.412.9

13.0

10.6

14.812.0

10.1

15.2

邦楽

邦楽

伝統演劇 伝統演劇

邦舞

邦舞

洋楽
洋楽

現代演劇・
メディア

現代演劇

洋舞

洋舞

演芸

演芸

演出・制作等

その他

12.3

8.2

15.5

14.0n=1.603
（％）

n=1.363
（％）

10.2

8.9

15.7

15.3

11.412.9

13.0

10.6

14.812.0

10.1

15.2

邦楽

邦楽

伝統演劇 伝統演劇

邦舞

邦舞

洋楽
洋楽

現代演劇・
メディア

現代演劇

洋舞

洋舞

演芸

演芸

演出・制作等

その他

12.3

8.2

15.5

14.0n=1.603
（％）

n=1.363
（％）

10.2

8.9

15.7

参考：第８回調査
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男女の構成比は、男性が 51.8%、

女性が 46.6% と、男性が若干上回っ

ています。第 8 回調査では男性が

46.4%、女性が 50.6% で、女性のほ

うが若干割合が高かったのですが、

第 9 回調査では男女比が逆転してい

ます。これは、既述のとおり前回

は、「その他」で日本モデルエージェ

ンシー協会の傘下の実演家を調査対

象としており、モデルには女性が多

いため、結果的に女性が多く対象と

なっていたと考えられます。また今

回は、前ページにあるように、女性

が多い分野である「洋舞」「邦舞」

の分野の実演家の占める割合が下

がったことからも、全体として女性

の割合が下がったと考えられます。

■ E-1　性別

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

洋舞

演芸

1,603

245

224

142

249

252

131

163

197

51.8 46.6 1.6

31.8 67.3 0.8

88.4 9.8 1.8

14.1 85.2 0.7

53.0 44.6 2.4

52.8 46.8 0.4

19.8 77.9 2.3

76.1 20.2 3.7

60.9 38.1 1.0

問E－１　性別

サンプル数

男 女 無回答
（％）

演出・
制作等

現代演劇・
メディア

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

洋舞

演芸

1,603

245

224

142

249

252

131

163

197

51.8 46.6 1.6

31.8 67.3 0.8

88.4 9.8 1.8

14.1 85.2 0.7

53.0 44.6 2.4

52.8 46.8 0.4

19.8 77.9 2.3

76.1 20.2 3.7

60.9 38.1 1.0

問E－１　性別

サンプル数

男 女 無回答
（％）

演出・
制作等

現代演劇・
メディア

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

現代演劇

洋舞

演芸

その他

46.6 50.6 3.0

31.8 65.6 2.6

87.0 12.0 1.0

7.3 87.6 5.1

42.0 52.8 5.1

53.7 43.4 2.9

13.9 85.4 0.7

78.4 18.5 3.1

36.6 60.0 3.4

参考　第８回調査　調査結果

1,353

154

200

137

176

205

144

162

175

サンプル数

男 女 無回答
（％）

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

現代演劇

洋舞

演芸

その他

46.6 50.6 3.0

31.8 65.6 2.6

87.0 12.0 1.0

7.3 87.6 5.1

42.0 52.8 5.1

53.7 43.4 2.9

13.9 85.4 0.7

78.4 18.5 3.1

36.6 60.0 3.4

参考　第８回調査　調査結果

1,353

154

200

137

176

205

144

162

175

サンプル数

男 女 無回答
（％）
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平均年齢は 54.0 歳、最も多い年

齢層は「60 ～ 69 歳」（21.4%）です。

第 8 回調査に比べて回答者の平均年

齢は 2.5 歳上がっており、特に「邦

舞」で平均年齢が 8.1 あがっている

のが目立ちます。第 8 回で年齢層が

比較的若かったモデルを多く含んで

いた「その他」と、今回の「その他

（演出・制作等）」で対象が変化した

ことにより、年齢層を押し下げる要

因がなくなったことも影響している

と考えられます。

年齢層では第８回との比較すると

「60 ～ 69 歳」「70 歳以上」の割合が、

ともに高くなっています。

■ E-1　年齢

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

洋舞

演芸

無
回
答

７０
歳
以
上

60
〜
69
歳

50
〜
59
歳

40
〜
49
歳

30
〜
39
歳

20
〜
29
歳

20
歳
未
満

1,603
54.0

245
61.5

224
57.8

142
65.6

249
47.5

252
51.6

131
47.8

163
52.3

197
48.5

サンプル数
平均

（％）

5.6 17.613.8 20.9 21.4 3.117.3

5.7 17.613.1 29.8 30.6

4.9 8.9 4.513.817.4 23.2 26.8

4.2 17.6 2.1

2.9

31.7 40.8

20.55.2 25.7 3.229.7 13.3

16.36.7 18.7 11.523.8 21.4

11.521.4 13.0 4.68.424.4 16.8

20.217.24.3 17.8 5.521.5 12.9

25.45.6 22.3 2.520.8 8.614.7
演出・
制作等

現代演劇・
メディア

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

洋舞

演芸

無
回
答

７０
歳
以
上

60
〜
69
歳

50
〜
59
歳

40
〜
49
歳

30
〜
39
歳

20
〜
29
歳

20
歳
未
満

1,603
54.0

245
61.5

224
57.8

142
65.6

249
47.5

252
51.6

131
47.8

163
52.3

197
48.5

サンプル数
平均

（％）

5.6 17.613.8 20.9 21.4 3.117.3

5.7 17.613.1 29.8 30.6

4.9 8.9 4.513.817.4 23.2 26.8

4.2 17.6 2.1

2.9

31.7 40.8

20.55.2 25.7 3.229.7 13.3

16.36.7 18.7 11.523.8 21.4

11.521.4 13.0 4.68.424.4 16.8

20.217.24.3 17.8 5.521.5 12.9

25.45.6 22.3 2.520.8 8.614.7
演出・
制作等

現代演劇・
メディア

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

現代演劇

洋舞

演芸

その他

無
回
答

７０
歳
以
上

60
〜
69
歳

50
〜
59
歳

40
〜
49
歳

30
〜
39
歳

20
〜
29
歳

20
歳
未
満

1,353
51.5

154
60.9

200
57.2

137
57.5

176
50.0

205
49.8

144
48.0

162
52.2

175
32.8

サンプル数
平均

（％）

9.7 17.914.3 19.8 20.3 3.513.5

4.5 26.09.7 35.7 3.220.8

11.53.0 16.517.0 23.5 1.525.0

9.53.6 28.58.0 26.3 5.818.2

15.32.3 23.333.5 12.5 6.36.8

15.19.8 20.524.9 16.1 3.410.2

18.814.6 19.416.0 18.8 1.49.7

17.95.6 20.417.9 23.5 3.711.1

37.73.4 11.4 6.921.1 9.7 3.46.3

参考　第８回調査　調査結果

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

現代演劇

洋舞

演芸

その他

無
回
答

７０
歳
以
上

60
〜
69
歳

50
〜
59
歳

40
〜
49
歳

30
〜
39
歳

20
〜
29
歳

20
歳
未
満

1,353
51.5

154
60.9

200
57.2

137
57.5

176
50.0

205
49.8

144
48.0

162
52.2

175
32.8

サンプル数
平均

（％）

9.7 17.914.3 19.8 20.3 3.513.5

4.5 26.09.7 35.7 3.220.8

11.53.0 16.517.0 23.5 1.525.0

9.53.6 28.58.0 26.3 5.818.2

15.32.3 23.333.5 12.5 6.36.8

15.19.8 20.524.9 16.1 3.410.2

18.814.6 19.416.0 18.8 1.49.7

17.95.6 20.417.9 23.5 3.711.1

37.73.4 11.4 6.921.1 9.7 3.46.3

参考　第８回調査　調査結果
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Ⅲ．分析結果詳細

以下には、テーマごとに、各設問

の回答集計結果を示していきます。

「B-1」「C-2」というのは設問の記号

です。（ＭＡ）と表示しているのは、

複数回答を可とした設問です。なお

設問票のサンプルと回答の集計は巻

末（p.132 〜 159頁）に示してあります。

B-2（a）

昨年1年間に行った活動
（ＭＡ）

（１） 経済状況・景況感について

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

現代演劇

洋舞

演芸

その他

n=

（％）

100

80

70

60

50

40

30

20

10

0

（％）

問Ｂ－２（ａ）昨年１年間に行った芸能に関わる仕事／それ以外の仕事（ＭＡ）

舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
、

寄
席
、
シ
ョ
ー
等
へ
の
出
演

舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
、

寄
席
、
シ
ョ
ー
等
出
演
の
稽
古

映
画
・
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
・
演
奏

映
画
・
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
、
演
奏
の
た
め
の
稽
古

振
付
・
演
出
・
指
揮
、
作
曲
、
編
曲
、

作
詞
、
台
本
執
筆
な
ど

企
画
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
制
作

教
え
る
仕
事
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

体
験
指
導
も
含
む
）

芸
能
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
活
動

技
能
を
維
持
す
る
た
め
の
研
鑽
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

芸
能
活
動
以
外
の
仕
事

無
回
答

76.9

68.2

28.8

16.6

25.2

17.3

63.1

22.0

46.0

23.5

5.5

5.6

2.9

2.2

2.1

1.2

4.0

0.0

2.5

28.9

23.5

26.1

21.9

22.5

17.7

37.3

24.4

19.6

14.7

46.0

50.2

54.0

35.2

63.9

45.2

52.7

41.7

16.8

22.0

22.4

25.4

23.2

13.7

22.6

15.3

23.9

28.9

63.1

71.4

74.6

75.4

83.1

40.5

91.6

43.6

32.0

17.3

12.2

10.7

7.7

17.7

19.0

20.6

14.1

36.0

25.2

11.4

10.7

39.4

30.1

19.4

60.3

20.2

30.5

16.6

21.2

12.5

4.9

21.7

28.6

6.1

20.9

5.6

28.8

20.4

21.0

8.5

41.8

56.3

13.0

43.6

9.6

68.2

77.6

81.7

67.6

84.7

58.3

80.2

59.5

33.0

76.9

88.2

93.3

71.8

91.6

65.9

77.9

95.7

26.9

1,603

245

224

142

249

252

131

163

197

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

現代演劇

洋舞

演芸

その他

n=

（％）

100

80

70

60

50

40

30

20

10

0

（％）

問Ｂ－２（ａ）昨年１年間に行った芸能に関わる仕事／それ以外の仕事（ＭＡ）

舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
、

寄
席
、
シ
ョ
ー
等
へ
の
出
演

舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
、

寄
席
、
シ
ョ
ー
等
出
演
の
稽
古

映
画
・
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
・
演
奏

映
画
・
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
、
演
奏
の
た
め
の
稽
古

振
付
・
演
出
・
指
揮
、
作
曲
、
編
曲
、

作
詞
、
台
本
執
筆
な
ど

企
画
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
制
作

教
え
る
仕
事
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

体
験
指
導
も
含
む
）

芸
能
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
活
動

芸
能
活
動
以
外
の
仕
事

無
回
答

73.0

63.6

30.6

15.5
19.4

14.3

58.2

22.0 23.9

5.5

5.5

3.9

5.0

5.8

3.4

6.8

4.2

2.5

11.4

23.9

31.2

9.5

36.5

11.4

27.8

24.3

19.1

36.6

22.0

19.5

24.0

18.2

19.3

26.3

13.2

34.0

18.3

58.2

73.4

69.5

69.3

81.3

33.2

86.1

37.7

25.1

14.3

6.5

8.0

5.1

15.3

25.4

20.8

11.7

18.3

19.4

9.1

4.5

19.0

19.9

19.0

54.2

17.9

18.3

15.5

16.2

13.5

2.9

27.8

18.0

5.6

21.6

14.3

30.6

17.5

21.0

6.6

45.5

37.1

5.6

50.6

51.4

63.6

64.3

76.0

59.1

79.5

62.9

75.0

53.1

37.1

73.0

70.8

85.0

65.7

89.2

66.3

72.9

91.4

41.7

1,353

154

200

137

176

205

144

162

175

参考：第８回調査

27

＊グラフが間違っておりました。お詫びいたして、
　正しいものに差し替えさせていただきます。
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B-2（b）

昨年1年間に費やした活動日数 【ベース：各活動にたずさわった人】
昨年 1 年間に費やした活動日数

で、平均活動日数が最も多い活動

は「技能を維持するための研鑽、ト

レーニング、仕事に必要なリサー

チ、研究など」で 151.0 日、最も少

ない活動は「映画・放送・メディア

への出演、演奏のための稽古」で

27.5 日です。一方、「芸能活動以外

の仕事」は 163.0 日です。

第 8 回調査と比べると、「舞台、

コンサート、ライブ、寄席、ショー、

イベント出演のための稽古」「振付・

演出・指揮、作曲、編曲、作詞、台

本執筆など」「芸能活動以外の仕事」

は平均活動日数が増え、逆に「教え

る仕事」は減っています。

舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等への出演

舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等出演の稽古

映画・放送・メディアへの
出演・演奏

映画・放送・メディアへの
出演、演奏のための稽古

振付・演出・指揮、作曲、
編曲、作詞、台本執筆など

企画・プロデュース・制作

教える仕事（ワークショップ・
体験指導も含む）

芸能に関連するその他の活動

技能を維持するための研鑽、
トレーニングなど

芸能活動以外の仕事

無
回
答

211
日
以
上

181
〜
210
日

151
〜
180
日

121
〜
150
日

91
〜
120
日

61
〜
90
日

31
〜
60
日

11
〜
30
日

10
日
以
下

6.021.129.5 16.2 9.4 3.75.0

3.1

4.0

9.721.613.0 20.3 10.4 3.68.75.34.8

7.724.015.6 15.6 13.4 4.77.45.24.7

5.014.96.5 14.7 14.1 3.129.37.24.2

4.89.33.5 10.9 10.9 3.231.614.14.37.4

6.915.712.4 17.8 12.9

11.1 4.3
2.6

2.3
6.838.9 27.6 3.4

3.813.95.8
3.6

7.3

3.222.325.9 12.2 7.6 6.112.95.4
2.9

57.6 19.5 4.11.93.76.3

60.5 18.0 5.30.41.97.1

問Ｂ－２（ｂ）昨年１年間に費やした活動日数【ベース：各活動に携わった人】

1,232
60.4

1,094
84.7

462
29.9

266
27.5

404
81.1

278
85.4

1,012
102.5

352
50.8

737
151.0

376
163.0

サンプル数
平均

（％）

舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等への出演

舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等出演の稽古

映画・放送・メディアへの
出演・演奏

映画・放送・メディアへの
出演、演奏のための稽古

振付・演出・指揮、作曲、
編曲、作詞、台本執筆など

企画・プロデュース・制作

教える仕事（ワークショップ・
体験指導も含む）

芸能に関連するその他の活動

技能を維持するための研鑽、
トレーニングなど

芸能活動以外の仕事

無
回
答

211
日
以
上

181
〜
210
日

151
〜
180
日

121
〜
150
日

91
〜
120
日

61
〜
90
日

31
〜
60
日

11
〜
30
日

10
日
以
下

6.021.129.5 16.2 9.4 3.75.0

3.1

4.0

9.721.613.0 20.3 10.4 3.68.75.34.8

7.724.015.6 15.6 13.4 4.77.45.24.7

5.014.96.5 14.7 14.1 3.129.37.24.2

4.89.33.5 10.9 10.9 3.231.614.14.37.4

6.915.712.4 17.8 12.9

11.1 4.3
2.6

2.3
6.838.9 27.6 3.4

3.813.95.8
3.6

7.3

3.222.325.9 12.2 7.6 6.112.95.4
2.9

57.6 19.5 4.11.93.76.3

60.5 18.0 5.30.41.97.1

問Ｂ－２（ｂ）昨年１年間に費やした活動日数【ベース：各活動に携わった人】

1,232
60.4

1,094
84.7

462
29.9

266
27.5

404
81.1

278
85.4

1,012
102.5

352
50.8

737
151.0

376
163.0

サンプル数
平均

（％）舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等への出演

舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等出演の稽古

映画・放送・メディアへの
出演・演奏

映画・放送・メディアへの
出演、演奏のための稽古

振付・演出・指揮、作曲、
編曲、作詞、台本執筆など

企画・プロデュース・制作

教える仕事（ワークショップ・
体験指導も含む）

芸能に関連するその他の活動

芸能活動以外の仕事

無
回
答

211
日
以
上

181
〜
210
日

151
〜
180
日

121
〜
150
日

91
〜
120
日

61
〜
90
日

31
〜
60
日

11
〜
30
日

10
日
以
下

3.6

3.3
30.9 20.2 5.16.39.56.712.1

16.5 20.1 8.6 12.2 6.66.4
4.1

3.7
20.1

54.3 19.1 9.7 3.9 7.5

56.2 22.4 8.1 1.4

14.9 22.4 20.6 8.4 6.9

25.4 19.7 12.4 4.7

7.9 14.9 16.4 8.1 10.9 7.6 4.45.3

35.7 22.6 11.8 4.0

4.9 8.0 10.5 5.6 11.1 6.5 4.3 15.4 27.5 6.2

6.7 6.7 7.7

18.2 6.2

7.3 15.0
3.1

2.6
9.3

6.5
3.4

3.1

2.7
9.2

6.7

問Ｂ－２（ｂ）昨年１年間に費やした活動日数【ベース：各活動に携わった人】

988
63.6

660
75.4

414
24.5

210
23.0

262
72.9

193
88.4

787
118.1

297
54.8

324
154.1

サンプル数
平均

（％）

舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等への出演

舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等出演の稽古

映画・放送・メディアへの
出演・演奏

映画・放送・メディアへの
出演、演奏のための稽古

振付・演出・指揮、作曲、
編曲、作詞、台本執筆など

企画・プロデュース・制作

教える仕事（ワークショップ・
体験指導も含む）

芸能に関連するその他の活動

芸能活動以外の仕事

無
回
答

211
日
以
上

181
〜
210
日

151
〜
180
日

121
〜
150
日

91
〜
120
日

61
〜
90
日

31
〜
60
日

11
〜
30
日

10
日
以
下

3.6

3.3
30.9 20.2 5.16.39.56.712.1

16.5 20.1 8.6 12.2 6.66.4
4.1

3.7
20.1

54.3 19.1 9.7 3.9 7.5

56.2 22.4 8.1 1.4

14.9 22.4 20.6 8.4 6.9

25.4 19.7 12.4 4.7

7.9 14.9 16.4 8.1 10.9 7.6 4.45.3

35.7 22.6 11.8 4.0

4.9 8.0 10.5 5.6 11.1 6.5 4.3 15.4 27.5 6.2

6.7 6.7 7.7

18.2 6.2

7.3 15.0
3.1

2.6
9.3

6.5
3.4

3.1

2.7
9.2

6.7

問Ｂ－２（ｂ）昨年１年間に費やした活動日数【ベース：各活動に携わった人】

988
63.6

660
75.4

414
24.5

210
23.0

262
72.9

193
88.4

787
118.1

297
54.8

324
154.1

サンプル数
平均

（％）

参考：第８回調査
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B-2（b）

昨年1年間に費やした活動日数 （ジャンル別）
【ベース：各活動にたずさわった人】

250

200

150

100

50

0

（日）

■邦楽

舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
、

寄
席
、
シ
ョ
ー
等
へ
の
出
演

舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
、

寄
席
、
シ
ョ
ー
等
出
演
の
稽
古

映
画
・
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
・
演
奏

映
画
・
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
、
演
奏
の
た
め
の
稽
古

振
付
・
演
出
・
指
揮
、
作
曲
、
編
曲
、

作
詞
、
台
本
執
筆
な
ど

企
画
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
制
作

教
え
る
仕
事
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

体
験
指
導
も
含
む
）

芸
能
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
活
動

技
能
を
維
持
す
る
た
め
の
研
鑽
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

芸
能
活
動
以
外
の
仕
事

28.1

109

26.1

216

44.3

99

50.1

190

5.9

27

6.6

50

20.1

25

17.9

52

26.1

14

51.0

28

35.0

10

50.8

30

116.9

113

103.3

175

59.0

30

43.3

55

－

－

143.8

123

175.9

48

187.5

64

第８回

第９回

第８回
第９回

上段：平均日数（日）
下段：サンプル数（人）

250

200

150

100

50

0

（日）

■伝統演劇

舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
、

寄
席
、
シ
ョ
ー
等
へ
の
出
演

舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
、

寄
席
、
シ
ョ
ー
等
出
演
の
稽
古

映
画
・
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
・
演
奏

映
画
・
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
、
演
奏
の
た
め
の
稽
古

振
付
・
演
出
・
指
揮
、
作
曲
、
編
曲
、

作
詞
、
台
本
執
筆
な
ど

企
画
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
制
作

教
え
る
仕
事
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

体
験
指
導
も
含
む
）

芸
能
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
活
動

技
能
を
維
持
す
る
た
め
の
研
鑽
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

芸
能
活
動
以
外
の
仕
事

94.4

170

81.6

209

64.2

152

66.1

183

4.4

42

13.6

47

9.9

27

23.7

28

27.0

9

43.2

24

15.9

16

27.1

24

116.0

139

86.7

167

23.8

48

29.1

57

－

－

140.9

121

163.4

19

168.1

49

第８回

第９回

第８回
第９回

上段：平均日数（日）
下段：サンプル数（人）

【邦楽】昨年 1年間に費やした活動日数
で、平均日数が最も多い活動は「芸能
活動以外の仕事」（187.5 日）です。
第 8回調査結果と比べると、「企画・プ
ロデュース・制作」の活動日数が増え、
「教える仕事」が減っています。

【伝統演劇】昨年 1年間に費やした活動
日数で、平均日数が最も多い活動は「芸
能活動以外の仕事」です（168.1 日）。
第8回調査結果と比べると、「伝統演劇」
では、「映画・放送・メディアへの出演、
演奏」が増えており、「舞台、コンサート、
寄席、ショー、イベントなどへの出演」
や「教える仕事」が減っています。

※��数表に網かけしている箇所は、サンプル数 30s 未満で参考値扱いとする。

■ 邦楽

■ 伝統芸能
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250

200

150

100

50

0

（日）

■邦舞

舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
、

寄
席
、
シ
ョ
ー
等
へ
の
出
演

舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
、

寄
席
、
シ
ョ
ー
等
出
演
の
稽
古

映
画
・
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
・
演
奏

映
画
・
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
、
演
奏
の
た
め
の
稽
古

振
付
・
演
出
・
指
揮
、
作
曲
、
編
曲
、

作
詞
、
台
本
執
筆
な
ど

企
画
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
制
作

教
え
る
仕
事
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

体
験
指
導
も
含
む
）

芸
能
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
活
動

技
能
を
維
持
す
る
た
め
の
研
鑽
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

芸
能
活
動
以
外
の
仕
事

18.1

90

14.4

102

47.7

81

55.6

96

8.9

9

3.4

12

6.3

4

22.2

7

39.8

26

68.7

56

33.0

7

62.3

11

127.6

95

147.7

107

29.0

25

24.0

33

－

－

90.2

50

177.9

50

180.2

32

第８回

第９回

第８回
第９回

上段：平均日数（日）
下段：サンプル数（人）

250

200

150

100

50

0

（日）

■洋楽

舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
、

寄
席
、
シ
ョ
ー
等
へ
の
出
演

舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
、

寄
席
、
シ
ョ
ー
等
出
演
の
稽
古

映
画
・
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
・
演
奏

映
画
・
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
、
演
奏
の
た
め
の
稽
古

振
付
・
演
出
・
指
揮
、
作
曲
、
編
曲
、

作
詞
、
台
本
執
筆
な
ど

企
画
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
制
作

教
え
る
仕
事
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

体
験
指
導
も
含
む
）

芸
能
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
活
動

技
能
を
維
持
す
る
た
め
の
研
鑽
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

芸
能
活
動
以
外
の
仕
事

54.2

157

73.0

102

100.3

140

107.5

211

18.3

80

28.6

104

30.5

49

41.0

54

74.6

35

76.2

75

56.8

27

51.2

44

120.3

143

105.2

207

53.8

34

42.8

34

－

－

217.1

159

108.2

20

127.5

44

第８回

第９回

第８回
第９回

上段：平均日数（日）
下段：サンプル数（人）

■ 邦舞

■ 洋楽

【邦舞】昨年 1年間に費やした活
動日数で、平均日数が最も多い
ものは、「芸能活動以外の仕事」
（180.2 日）です。第 8回調査結
果と比べると、「邦舞」では、「舞
台、コンサート、ライブ、寄席、
ショー、イベント出演のための
稽古」「教える仕事」が増え、「舞
台、コンサート、寄席、ショー、
イベントなどへの出演」が減っ
ています。

【洋楽】昨年 1年間に費やした活
動日数で、平均日数が最も多い
ものは「技能を維持するための
研鑽、トレーニングなど」（217.1
日）です。
第 8回調査結果と比べると「舞
台、コンサート、寄席、ショー、
イベントなどへの出演」「映画・
放送・メディアへの出演、演奏」
などが増え、「教える仕事」が減っ
ています。

※��数表に網かけしている箇所は、サンプル数 30s 未満で参考値扱いとする。
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細250

200

150

100

50

0

（日）

■現代演劇

舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
、

寄
席
、
シ
ョ
ー
等
へ
の
出
演

舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
、

寄
席
、
シ
ョ
ー
等
出
演
の
稽
古

映
画
・
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
・
演
奏

映
画
・
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
、
演
奏
の
た
め
の
稽
古

振
付
・
演
出
・
指
揮
、
作
曲
、
編
曲
、

作
詞
、
台
本
執
筆
な
ど

企
画
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
制
作

教
え
る
仕
事
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

体
験
指
導
も
含
む
）

芸
能
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
活
動

技
能
を
維
持
す
る
た
め
の
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上段：平均日数（日）
下段：サンプル数（人）

■ 洋舞

【現代演劇・メディア】昨年 1年
間に費やした活動日数で、平均
日数が最も多いものは「芸能活
動以外の仕事」（155.3 日）です。
第 8回調査結果と比べると、「現
代演劇」では「映画・放送・メディ
アへの出演、演奏」「振付・演出・
指揮、作曲、編曲、作詞、台本
執筆など」が増え、「企画、プロ
デュース、制作」「教える仕事」
で減っています。

【洋舞】昨年 1年間に費やした活
動日数で、平均日数が最も多い
ものは「教える仕事」（189.5 日）
です。
第 8回調査結果と比べると、「舞
台、コンサート、寄席、ショー、
イベントなどへの出演のための
稽古」「振り付け、演出、指揮、
作曲、編曲、作詞、台本書き」
が増え、「教える仕事」で減って
います。

※��数表に網かけしている箇所は、サンプル数 30s 未満で参考値扱いとする。
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■ 演芸
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上段：平均日数（日）
下段：サンプル数（人）

■ その他※

※��数表に網かけしている箇所は、サンプル数 30s 未満で参考値扱いとする。

【その他】昨年 1年間に費やした活
動日数で、平均日数が最も多いも
のは、「芸能活動以外の仕事」です
（206.7 日）。

【演芸】昨年 1年間に費やした活動
日数で、平均日数が最も多いものは、
「芸能活動以外の仕事」です（142.4
日）。　第 8回調査結果と比べると、
「舞台、コンサート、寄席、ショー、
イベントなどへの出演」「映画・放送・
メディアへの出演、演奏」「教える
仕事」が減っています。

※第９回のこのカテゴリーは、「演出・制
作等」の人々が主で第８回の対象とは異
なるので比較は適切ではない。
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※�サンプル数 30s 未満の仕事は参考値扱いとする。

B-3

仕事の機会について2～3年前との比較　
【ベース：各活動にたずさわった人】

2 ～ 3 年前と比べた昨年 1 年間の

仕事の機会について、いずれの仕事

でも「変わらない」と回答した人

が最も割合が多くなっていますが、

「舞台、コンサート、ライブ、寄席、

ショー、イベントなどへの出演」「映

画・放送・メディアへの出演、演奏」

では「大幅に減った／やや減った」

を合わせた割合が 4 割前後を占めて

いて、他の仕事に比べて高くなって

います。「大幅に増えた／増えた」

を合わせた割合が最も高いのは「教

える仕事（ワークショップ・体験指

導も含む）」（33.6%）です。

舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等への出演

映画・放送・メディアへの
出演・演奏

振付・演出・指揮、作曲、
編曲、作詞、台本執筆など

企画・プロデュース・制作

教える仕事（ワークショップ・
体験指導も含む）

芸能に関連するその他の活動

芸能活動以外の仕事

2.6 17.2 37.6 23.1 15.9 3.0

1.5 15.2 37.4 18.4 21.9 3.7

4.0 22.0 47.5 11.9 6.9 6.2

5.8 25.2 46.0 9.0 4.0 7.6

6.5 27.1 38.3 15.7 8.5 3.2

6.0 25.6 38.1 11.1 5.4 9.1

6.1 11.7 55.6 13.8 5.3 4.5

問Ｂ－３　仕事の機会について２～３年前との比較
【ベース：各仕事を昨年１年間行った人】
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振付・演出・指揮、作曲、
編曲、作詞、台本執筆など

企画・プロデュース・制作

教える仕事（ワークショップ・
体験指導も含む）

芸能に関連するその他の活動

芸能活動以外の仕事

3.2 22.9 34.0 22.0 16.1 1.8

2.7 16.2 35.0 20.8 21.3 4.7

3.4 29.0 44.7 9.5 5.3 8.0
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5.2 25.4 39.6 18.0 8.9 2.8

5.4 23.2 38.7 12.7 3.7 16.5

7.7 12.3 44.4 18.2 9.6 7.7

問Ｂ－３　仕事の機会について２～３年前との比較
【ベース：各仕事を昨年１年間行った人】

<参考>第８回調査　調査結果
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B-3

仕事の機会について2～3年前との比較（ジャンル別）
【ベース：各活動にたずさわった人】

【邦楽】2～ 3年前と比べた昨年 1
年間の活動の機会をみると、「教え
る仕事」は、「大幅に増えた /増え
た」を合わせると 29.6％で、「や
や減った /大幅に減った」の合計
25.2％を上回っています。「舞台
への出演」では、「大幅に増えた /
増えた」が 22,6％であるのに対し、
「やや減った /大幅に減った」の合
計は 27.3％です。「芸能に関する
その他の仕事」で「大幅に増えた」
の割合が 12.7%で高く、「増えた」
と合わせると 36.3%となっていま
す。

舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等への出演

映画・放送・メディアへの
出演・演奏

振付・演出・指揮、作曲、
編曲、作詞、台本執筆など

企画・プロデュース・制作

芸能に関連するその他の活動

芸能活動以外の仕事

3.2 19.4 44.9 19.4 7.9 3.7

12.0 52.0 22.0 10.0 4.0

28.6 46.4 14.3 10.7

6.3 26.3 39.4 16.6 8.6 2.9

12.7 23.6 36.4 9.1 5.5 12.7

6.3 4.7 59.4 14.1
4.7

6.3 4.7

26.7 46.7 10.0 10.0
3.3

3.3

問Ｂ－３　仕事の機会について２～３年前との比較
【ベース：各仕事を昨年１年間行った人】
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■邦楽

教える仕事（ワークショップ・
体験指導も含む）

舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等への出演

映画・放送・メディアへの
出演・演奏

振付・演出・指揮、作曲、
編曲、作詞、台本執筆など

企画・プロデュース・制作

教える仕事（ワークショップ・
体験指導も含む）

芸能に関連するその他の活動

芸能活動以外の仕事

11.1 36.8 26.3 2.921.5

21.3 38.3 17.0 2.117.0

4.2 25.0 54.2 4.212.5

29.2 58.3 4.28.3

24.64.2 38.9 3.011.417.4

21.13.5 38.6 8.87.021.1

10.2 61.2 4.16.118.4

問Ｂ－３　仕事の機会について２～３年前との比較
【ベース：各仕事を昨年１年間行った人】
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■伝統演劇

■ 邦楽

■ 伝統演劇

【伝統演劇】「舞台への出演」で「大
幅に減った」の割合が 21.5% と
高く、「やや減った」と合わせる
と 47.8％にのぼります。「教える
仕事」では、「減った」と感じてい
る人の割合と「増えた」と感じて
いる人の割合の合計は、いずれも
28.8％です。
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舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等への出演

映画・放送・メディアへの
出演・演奏

振付・演出・指揮、作曲、
編曲、作詞、台本執筆など

企画・プロデュース・制作

教える仕事（ワークショップ・
体験指導も含む）

芸能に関連するその他の活動

芸能活動以外の仕事

9.8 35.3 6.92.918.624.5

8.3 41.7 8.316.725.0

19.63.6 32.1 7.117.919.6

21.57.5 26.2 3.714.027.1

27.39.1 27.3 9.13.018.2

9.412.568.89.4

6.1

18.254.527.3

問Ｂ－３　仕事の機会について２～３年前との比較
【ベース：各仕事を昨年１年間行った人】
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■邦舞

舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等への出演

映画・放送・メディアへの
出演・演奏

振付・演出・指揮、作曲、
編曲、作詞、台本執筆など

企画・プロデュース・制作

教える仕事（ワークショップ・
体験指導も含む）

芸能に関連するその他の活動

芸能活動以外の仕事

18.43.9 39.0 0.912.325.4

11.5 41.3 2.924.019.2

4.0 16.0 45.3 5.312.016.0

4.5 18.2 43.2 6.84.518.2

7.2 30.9 39.1 1.414.5

26.5 55.9 2.98.8

13.66.8 50.0 2.39.1 9.19.1

問Ｂ－３　仕事の機会について２～３年前との比較
【ベース：各仕事を昨年１年間行った人】
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■洋楽■ 洋楽

【邦舞】「舞台への出演」は、「や
や減った /大幅に減った」の合計
は 43.1％と、減少傾向を感じてい
る人の割合が高いです。「教える仕
事」で「大幅に増えた / 増えた」
が 29,0％であるのに対し、「やや
減った /大幅に減った」の合計が
41.1％で、減ったと感じている人
が多いです。

【洋楽】「映画・放送・メディアへ
の出演、演奏」で「大幅に減った」
の割合が 24.0% で高く、「大幅に
増えた／増えた」は 11.5% と低
い割合となっています。「舞台、コ
ンサート、ライブ等への出演」で
は「やや減った / 大幅に減った」
の合計は 37.7％で、「変わらない」
（39.0％）の方が上回っています。
「教える仕事」は、「大幅に増えた
/増えた」の合計が 38.1％です。

■ 邦舞

※�サンプル数 30s 未満の仕事は参考値扱いとする。
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【現代演劇】「映画・放送・メディ
アへの出演、演奏」で「大幅に減っ
た」が 35.2%で他の仕事に比べて
相当高い割合となっています。「舞
台への出演」は「変わらない」が
41.0％ですが、「やや減った / 大
幅に減った」の合計が 36.8％で、
「減った」と感じている人の方が増
えたという人より多いです。

舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等への出演

映画・放送・メディアへの
出演・演奏

振付・演出・指揮、作曲、
編曲、作詞、台本執筆など

企画・プロデュース・制作

教える仕事（ワークショップ・
体験指導も含む）

芸能に関連するその他の活動

芸能活動以外の仕事

19.3 41.0 3.016.919.9

16.2 23.2 2.835.220.4

6.1 26.5 2.06.151.0

20.8 6.38.358.3

5.9 20.6 3.910.8 5.950.0

5.3 28.1 7.012.3 5.338.6

8.5 13.8 4.320.248.9

問Ｂ－３　仕事の機会について２～３年前との比較
【ベース：各仕事を昨年１年間行った人】

166
－0.4

142
－0.7

49
0.3

48
0.1

102
0.1

57
0.2

94
0.0

サンプル数
平均

（％）（＋2） （＋1） （±） （－1） （－2）

無
回
答

そ
の
仕
事
は

し
て
い
な
い

大
幅
に
減
っ
た

や
や
減
っ
た

変
わ
ら
な
い

増
え
た

大
幅
に
増
え
た

■現代演劇

※�サンプル数 30s 未満の仕事は参考値扱いとする。

舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等への出演

映画・放送・メディアへの
出演・演奏

振付・演出・指揮、作曲、
編曲、作詞、台本執筆など

企画・プロデュース・制作

教える仕事（ワークショップ・
体験指導も含む）

芸能に関連するその他の活動

芸能活動以外の仕事

2.9 28.4 4.010.817.636.3

5.9 11.8 11.811.85.952.9

3.8 24.1 5.112.754.4

3.7 33.3 11.13.77.437.0

10.8 32.5 8.315.030.8

35.0 30.0 25.05.05.0

6.3 15.6 59.4 3.16.3

問Ｂ－３　仕事の機会について２～３年前との比較
【ベース：各仕事を昨年１年間行った人】

102
－0.1

17
0.2

79
0.2

27
0.3

120
0.2

20
0.4

32
0.1

サンプル数
平均

（％）（＋2） （＋1） （±） （－1） （－2）

無
回
答

そ
の
仕
事
は

し
て
い
な
い

大
幅
に
減
っ
た

や
や
減
っ
た

変
わ
ら
な
い

増
え
た

大
幅
に
増
え
た

■洋舞

■ 現代演劇・メディア

■ 洋舞

【洋舞】「舞台への出演」は「大
幅に増えた / 増えた」の合計が
31.4％、「変わらない」が 36.3％、
「やや減った / 大幅に減った」の
合計が 28.4％です。「教える仕事」
は「増えた」が 32.5％で「大幅に
増えた」との合計は 43.3％。「変
わらない」の 30.8％を上回ってお
り増加感をもっている人の割合が
高いです。「振付・演出など」と「芸
能活動以外の仕事」で「変わらない」
の割合がそれぞれ 54.4%、59.4%
で高くなっています。
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舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等への出演

映画・放送・メディアへの
出演・演奏

振付・演出・指揮、作曲、
編曲、作詞、台本執筆など

企画・プロデュース・制作

教える仕事（ワークショップ・
体験指導も含む）

芸能に関連するその他の活動

芸能活動以外の仕事

5.7 15.1 37.7 28.3 11.3

10.5 15.8 31.6 15.8 5.35.3 15.8

5.0 31.7 38.3 6.78.3 8.3

15.5 23.9 40.8 7.0 7.0

6.3 28.6 38.1 11.1 7.9 7.9

10.5 21.1 40.4 8.88.8 5.3 5.3

17.2 17.2 58.6 3.4 3.4

問Ｂ－３　仕事の機会について２～３年前との比較
【ベース：各仕事を昨年１年間行った人】

53
－0.3

19
0.1

50
0.2

71
0.4

63
0.2

57
0.2

29
0.5

サンプル数
平均

（％）（＋2） （＋1） （±） （－1） （－2）

無
回
答

そ
の
仕
事
は

し
て
い
な
い

大
幅
に
減
っ
た

や
や
減
っ
た

変
わ
ら
な
い

増
え
た

大
幅
に
増
え
た

■その他

舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー等への出演

映画・放送・メディアへの
出演・演奏

振付・演出・指揮、作曲、
編曲、作詞、台本執筆など

企画・プロデュース・制作

教える仕事（ワークショップ・
体験指導も含む）

芸能に関連するその他の活動

芸能活動以外の仕事

16.7 25.0 24.4 3.226.9

18.3 46.5 14.1 4.214.1

3.0 69.7 6.1 12.16.1

4.3 34.8 34.8 4.3 8.7 8.74.3

2.8 31.0 46.5 8.5 4.2

30.8 33.3 10.3 15.4 10.3

12.5 46.9 12.5 12.5 9.4

問Ｂ－３　仕事の機会について２～３年前との比較
【ベース：各仕事を昨年１年間行った人】

156
－0.6

71
－0.2

33
－0.0

23
0.3

71
0.2

39
－0.1

32
－0.2

サンプル数
平均

（％）（＋2） （＋1） （±） （－1） （－2）

無
回
答

そ
の
仕
事
は

し
て
い
な
い

大
幅
に
減
っ
た

や
や
減
っ
た

変
わ
ら
な
い

増
え
た

大
幅
に
増
え
た

■演芸

※�サンプル数 30s 未満の仕事は参考値扱いとする。

■ 演芸

【演芸】「舞台、コンサート、ライブ、
寄席、ショー、イベントなどへの
出演」で「やや減った」（24.4％）
と「大幅に減った」（26.9％）の
割合がと高く、両者を合わせると
51.3%です。「教える仕事」では「変
わらない」が 46.5％ですが、次い
で「増えた」の割合が 31.0%となっ
ています。

■ その他（演出・制作等）

【その他】「舞台、コンサート、ラ
イブ、寄席、ショー、イベント
などへの出演」で「やや減った」
が 28.3%、「大幅に減った」が
11.3％と、減ったと感じている人
の割合が高くなっています。
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B-4

昨年1年間に行った芸能活動以外の仕事（MA）
昨年 1 年間に行なった芸能以外の

仕事を訊いたところ、「芸能または

それに関連する仕事以外はしてい

ない」とする回答の割合が 53.8% と

過半数を超えています。無回答が

14.5% ですので、残り 31.7% の人は

芸能活動以外の仕事をしたことにな

ります。 

ジャンル別でみると、その割合は

「洋楽」が 67.9% で特に高くなって

います。

具体的な芸能活動以外の仕事で

は、「 店 舗、 工 場 等 で パ ー ト、 ア

ル バ イ ト と し て 働 い た 」 の 割 合

が 11.5% で、特に「現代演劇」で

28.2% と高いのが目立ちます。

第 8 回調査結果と比較をすると、

「芸能またはそれに関連する仕事以

外はしていない」の割合はほとんど

変わっていません。

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

洋舞

演芸

n=

現代演劇・
メディア

演出・
制作等

（％）

60

50

40

30

20

10

0

（％）

問Ｂ－４　昨年１年間に行った
芸能活動以外の仕事（ＭＡ）

不
動
産
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
、

物
販
業
等
の
事
業
経
営
を
行
っ
た

会
社
、
団
体
な
ど
の

正
規
従
業
員
と
し
て
働
い
た

店
舗
、
工
場
等
で
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
働
い
た

そ
の
他

芸
能
ま
た
は
そ
れ
に
関
連
す
る

仕
事
以
外
は
し
て
い
な
い

無
回
答

7.8 7.0
11.5

7.2

53.8

11.4

14.5

13.1

12.1

9.9

12.0

7.1

13.0

12.3

38.1

53.8

48.6

58.9

52.1

67.9

48.0

58.0

58.3

39.1

7.2

9.8

9.8

6.3

3.2

8.3

4.6

8.0

6.6

11.5

7.8

6.7

7.0

7.2

28.2

16.0

13.5

4.1

7.0

14.7

7.6

12.7

3.6

3.2

1.5

1.2

10.7

7.8

9.0

6.3

16.2

7.2

7.1

7.6

7.4

4.1

1603

245

224

142

249

252

131

163

197

60

50

40

30

20

10

0

（％）

不
動
産
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
、

物
販
業
等
の
事
業
経
営
を
行
っ
た

会
社
、
団
体
な
ど
の

正
規
従
業
員
と
し
て
働
い
た

店
舗
、
工
場
等
で
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
働
い
た

そ
の
他

芸
能
ま
た
は
そ
れ
に
関
連
す
る

仕
事
以
外
は
し
て
い
な
い

無
回
答

10.5

14.5

53.1

53.8

8.6

7.2

13.7

11.5

8.3

7.0

8.4

7.8

1353

1603

第８回

第９回

問Ｂ－７（ａ）昨年１年間の個人収入
【参考】第８回 調査結果との比較

n=

（％）
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B-7（a）

昨年1年間の個人収入（ジャンル別）
芸能実演家の昨年 1 年間の個人収入は、「300 万円未満」までの所得層で全体の 5 割程度を占めています。特に「200

～ 300 万円未満」（17.7%）、「100 ～ 200 万円未満」（15.7%）の割合が高くなっています。

ジャンル別にみると、「100 万円未満」の所得層では「邦楽」（27.8%）、「邦舞」（25.4%）の割合が高く、「100 ～ 200

万円未満」の所得層では「演芸」（22.1%）、「現代演劇・メディア」（21.8%）が高いです。「200 ～ 300 万円未満」でも「現

代演劇・メディア」（28.2%）の割合が高くなっています。

20

10

0

（％）

問Ｂ－７（ａ）昨年１年間の個人収入（ジャンル別）

１
０
０
万
円
未
満

１
０
０
〜
２
０
０
万
円
未
満

２
０
０
〜
３
０
０
万
円
未
満

３
０
０
〜
４
０
０
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円
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満

４
０
０
〜
５
０
０
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未
満

５
０
０
〜
６
０
０
万
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未
満

６
０
０
〜
７
０
０
万
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未
満

７
０
０
〜
８
０
０
万
円
未
満

８
０
０
〜
９
０
０
万
円
未
満

９
０
０
〜
１
０
０
０
万
円
未
満

13.4
15.7

17.7

12.0

7.6
6.8
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１
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満

１
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０
０
〜
１
２
０
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未
満

１
２
０
０
〜
１
３
０
０
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円
未
満

１
３
０
０
〜
１
４
０
０
万
円
未
満

１
４
０
０
〜
１
５
０
０
万
円
未
満

１
５
０
０
〜
１
６
０
０
万
円
未
満

１
６
０
０
〜
１
７
０
０
万
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未
満

１
７
０
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〜
１
８
０
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未
満

１
８
０
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〜
１
９
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未
満

１
９
０
０
〜
２
０
０
０
万
円
未
満

2.2
1.2 0.9 0.2 0.7 0.5 0.1 0.2 0.2 0.4

２
０
０
０
〜
２
５
０
０
万
円
未
満

２
５
０
０
〜
３
０
０
０
万
円
未
満

３
０
０
０
万
円
以
上

無
回
答

0.4 0.3 0.6

5.8

2.2

0.8

4.9

1.4

2.8

1.6

4.6

0.0

1.5

2.5

2.4

3.6

0.7

4.4

1.6

3.1

1.2

2.0

3.6

3.3

4.0

4.2

4.8

3.6

4.6

0.6

3.0

4.9

2.9

8.0

2.1

8.4

2.4

4.6

3.1

6.6

6.8

4.9

6.7

7.7

11.2

6.3

3.8

5.5

6.6

7.6

5.3

10.7

5.6

8.4

4.0

9.2

11.0

8.1

12.0

8.2

15.6

9.9

14.5

11.1

10.7

14.7

10.7

17.7

14.3

13.8

14.8

16.1

28.2

21.4

19.0

13.2

15.7

18.8

10.3

16.2

11.2

21.8

16.8

22.1

9.1

13.4

27.8

8.0

25.4

6.4

13.5

9.2

12.3

5.6

0.4

0.4

0.9

0.7

0.4

0.0

0.0

0.6

0.0

0.2

0.0

0.4

0.0

0.4

0.4

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.7

0.4

0.4

0.0

0.0

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.8

0.0

0.5

0.5

0.8

0.9

0.0

0.8

0.0

0.8

0.6

0.0

5.8

6.1

2.2

2.8

2.4

0.8

1.5

3.1

27.4

0.6

0.0

0.4

0.7

0.8
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0.0

0.0

0.5

0.3

0.0

0.4

0.0

0.0

0.8
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0.0

0.4

0.0

0.4

0.7

0.4

0.4

0.8

0.0

0.5

0.7
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0.4

2.8

0.8

0.0

1.5

0.0

1.0

0.2

0.4

0.4

0.7

0.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.9

0.4

1.8

1.4

1.6

0.0

1.5

0.6

0.0

1.2

0.8

1.3

0.0

1.6

0.8

3.1

1.8

1.0

2.2

2.4

4.5

1.4
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0.4

2.3

2.5

2.5

1,603
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224

142

249
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131

163

197

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

洋舞

演芸

n=

現代演劇・
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演出・
制作等

（％）
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B-7（a）

昨年1年間の個人収入（年代別）
年代別にみると、20 ～ 29 歳は「100 ～ 200 万円未満」で、30 ～ 39 歳は「200 ～ 300 万円未満」で、40 ～ 49 歳は「500

～ 600 万円未満」でそれぞれ、他の年齢層よりも割合が高くなっています。

※�サンプル数 30s 未満の年代（20歳未満）は参考値扱いとする。

n=

（％）

20

10

0

（％）

問Ｂ－７（ａ）昨年１年間の個人収入（年代別）
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０
〜
１
９
０
０
万
円
未
満

１
９
０
０
〜
２
０
０
０
万
円
未
満

2.2
1.2 0.9 0.2 0.7 0.5 0.1 0.2 0.2 0.4

２
０
０
０
〜
２
５
０
０
万
円
未
満

２
５
０
０
〜
３
０
０
０
万
円
未
満

３
０
０
０
万
円
以
上

無
回
答

0.4 0.3 0.6

5.8

2.2

0.0

0.0

0.5

1.1

5.1

2.6

1.8

0.0

2.5

0.0

0.0

1.4

3.5

2.4

3.8

1.4

4.1

3.6

0.0

0.0

1.4

4.6

5.7

2.6

3.6

6.1

4.9

0.0

1.1

2.7

5.7

6.6

5.5

4.7

4.1

6.8

0.0

1.1

6.8

11.0

9.0

3.8

6.1

4.1

7.6

0.0

4.4

8.6

8.2

6.9

10.8

5.1

4.1

12.0

0.0

5.6

14.4

13.8

13.1

9.9

10.8

16.3

17.7

0.0

24.4

25.7

20.9

14.6

14.6

14.8

10.2

15.7

20.0

35.6

14.4

15.2

9.3

18.1

7.0

14.3

13.4

80.0

20.0

9.0

5.7

11.0

15.7

20.2

20.4

0.4

0.0

0.0

0.0

0.4

0.3

0.3

1.1

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.7

0.3

0.0

0.0

0.0

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

0.6

0.4

0.0

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.0

0.0

0.0

0.5

0.0

0.0

0.5

0.0

0.9

0.6

0.7

0.0

5.8

0.0

7.8

13.5

5.3

1.8

4.4

5.8

8.2

0.6

0.0

0.0

0.5

0.0

1.5

0.6

0.4

0.0

0.3

0.0

0.0

0.5

0.0

0.6

0.3

0.4

0.0

0.4

0.0

0.0

0.0

0.7

0.6

0.6

0.0

0.0

0.7

0.0

0.0

0.0

0.4

0.9

0.0

1.8

4.1

0.2

0.0

0.0

0.0

0.0

0.3

0.3

0.7

0.0

0.9

0.0

0.0

0.5

0.7

2.4

0.3

0.7

0.0

1.2

0.0

0.0

0.0

1.1

2.4

1.5

1.1

2.0

2.2

0.0

0.0

0.0

1.1

4.2

2.9

2.9

2.0

1603

5

90

222

282

335

343

277

49

TOTAL

20歳未満

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答
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B-7（a）

昨年1年間の個人収入（第８回調査との比較）
「100 万円未満」（第 8 回：15.0%、第 9 回：13.4%）、「100 ～ 200 万円未満」（第 8 回：19.0%、第 9 回：15.7%）といっ

た低所得層の割合が、第 8 回調査に比べて第 9 回調査で低くなっています。それよりも高い所得層では、第 8 回調査

との割合の差はほとんど見られません。

n=

第８回
第９回

20

10

0

（％）

問Ｂ－７（ａ）昨年１年間の個人収入（年代別）

１
０
０
万
円
未
満

１
０
０
〜
２
０
０
万
円
未
満

２
０
０
〜
３
０
０
万
円
未
満

３
０
０
〜
４
０
０
万
円
未
満

４
０
０
〜
５
０
０
万
円
未
満

５
０
０
〜
６
０
０
万
円
未
満

６
０
０
〜
７
０
０
万
円
未
満

７
０
０
〜
８
０
０
万
円
未
満

８
０
０
〜
９
０
０
万
円
未
満

９
０
０
〜
１
０
０
０
万
円
未
満

１
０
０
０
〜
１
１
０
０
万
円
未
満

１
１
０
０
〜
１
２
０
０
万
円
未
満

１
２
０
０
〜
１
３
０
０
万
円
未
満

１
３
０
０
〜
１
４
０
０
万
円
未
満

１
４
０
０
〜
１
５
０
０
万
円
未
満

１
５
０
０
〜
１
６
０
０
万
円
未
満

１
６
０
０
〜
１
７
０
０
万
円
未
満

１
７
０
０
〜
１
８
０
０
万
円
未
満

１
８
０
０
〜
１
９
０
０
万
円
未
満

１
９
０
０
〜
２
０
０
０
万
円
未
満

２
０
０
０
〜
２
５
０
０
万
円
未
満

２
５
０
０
〜
３
０
０
０
万
円
未
満

３
０
０
０
万
円
以
上

無
回
答

2.1

2.2

2.8

2.5

2.6

3.6

3.5

4.9

6.4

6.8

7.9

7.6

11.9

12.0

17.4

17.7

19.0

15.7

15.0

13.4

0.2

0.4

0.1

0.2

0.1

0.2

0.1

0.1

0.2

0.5

5.2

5.8

0.4

0.6

0.2

0.3

0.5

0.4

0.0

0.7

0.4

0.2

0.7

0.9

1.2

1.2

2.1

2.2

1,353

1,603

第８回

第９回

（％）
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B-7（a）

昨年1年間の個人収入
昨年 1 年間の個人収入を過去調査

と比較すると、今回の第 9 回調査で

は「30 ～ 39 歳」で、過去の平均収

入を上回っていますが、「40 ～ 49 歳」

では逆に最も低くなっています。「50

～ 59 歳」の平均収入がほかの年代

の収入を上回るという傾向は過去３

回の調査と同じですが、第９回の「50

～ 59 歳」の平均収入が４回の調査

のうち第一位の第６回調査の値に近

いのに対し、「60 ～ 69 歳」の平均

収入の値の減少が大きく落ち込んで

いるのが目立ちます。

10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60歳以上

〈参考〉過去調査との比較

600

500

400

300

200

100

0

75.0

50.0

192.2

188.2

331.9

299.7

439.3

431.6

514.8

470.9

581.3

572.8

524.4

487.0

428.6

381.6

530.9

456.7

346.4

345.8

230.6

223.5

40.9
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B-7（b）

自らが負担した必要経費の割合
昨年 1 年間に実演芸術にかかる仕

事のために自らが負担した必要経費

について、「給与所得だけで確定申

告していないので、所得控除の対象

になった必要経費はない」とする回

答が 23.3% を占めています。必要経

費を負担している場合、総収入に占

める割合は、「20% 未満」が 12.2%、

「20% ～ 30% 未満」が 10.8%、「30%

～ 40% 未満」が 10.5% となってい

ます。

ジャンル別にみると、「所得控除

の対象となった必要経費はない」と

いう回答が多かったのが「邦楽」

（36.7％）、「邦舞」（33.8％）、「その

他（演出・制作等）」（33.5％）のジャ

ンルです。「洋舞」で「70% ～ 80%

未満」「80% ～ 90% 未満」「90% 以上」

の割合が他のジャンルに比べて高く

なっています。

（％）

10.812.223.3 6.57.210.5 7.4 4.0

2.7

4.9 10.5

6.115.936.7

4.9

3.78.2 2.9

2.0

0.8

6.9 11.8

16.113.415.2 7.614.7 9.89.4

2.7

1.8

3.1 6.3

5.69.233.8 7.79.9 4.95.6

0.7 2.8

6.3 13.4

12.412.417.3 12.010.4 11.27.2

2.8 3.6

4.0 6.4

9.910.722.6 8.713.9 8.711.1

4.4 6.0

0.4 3.6

13.010.722.6 6.98.4 10.76.1 8.4 9.2 10.7 7.6

17.29.814.7 9.29.8 8.67.4 7.4
3.1
4.9 8.0

13.233.5 6.66.6 29.9

問Ｂ－７（ｂ）自らが負担した必要経費の割合

所得控除の対象に
なった必要経費はない 20％未満 20％～ 30％未満 30％～ 40％未満

40％～ 50％未満 50％～ 60％未満 60％～ 70％未満 70％～ 80％未満

80％～ 90％未満 90％以上 無回答

TOTAL
（n=1603）

邦楽
（n=245）

伝統演劇
（n=224）

邦舞
（n=142）

洋楽
（n=249）

現代演劇・メディア
（n=252）

洋舞
（n=131）

演芸
（n=163）

演出・制作等
（n=197）

（％）

10.812.223.3 6.57.210.5 7.4 4.0

2.7

4.9 10.5

6.115.936.7

4.9

3.78.2 2.9

2.0

0.8

6.9 11.8

16.113.415.2 7.614.7 9.89.4

2.7

1.8

3.1 6.3

5.69.233.8 7.79.9 4.95.6

0.7 2.8

6.3 13.4

12.412.417.3 12.010.4 11.27.2

2.8 3.6

4.0 6.4

9.910.722.6 8.713.9 8.711.1

4.4 6.0

0.4 3.6

13.010.722.6 6.98.4 10.76.1 8.4 9.2 10.7 7.6

17.29.814.7 9.29.8 8.67.4 7.4
3.1
4.9 8.0

13.233.5 6.66.6 29.9

問Ｂ－７（ｂ）自らが負担した必要経費の割合

所得控除の対象に
なった必要経費はない 20％未満 20％～ 30％未満 30％～ 40％未満

40％～ 50％未満 50％～ 60％未満 60％～ 70％未満 70％～ 80％未満

80％～ 90％未満 90％以上 無回答

TOTAL
（n=1603）

邦楽
（n=245）

伝統演劇
（n=224）

邦舞
（n=142）

洋楽
（n=249）

現代演劇・メディア
（n=252）

洋舞
（n=131）

演芸
（n=163）

演出・制作等
（n=197）
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B-8

昨年1年間の活動別収入の割合
昨年 1 年間の活動別収入の割合の
平均は、「舞台、コンサート、ライ
ブ、寄席、ショー等への出演」が
31.6% で最も高く、次いで「教える
仕事」が 25.5% となっています。こ
れらの割合は、第 8 回調査とほとん
ど変わっていません。

（％）

7.015.830.2

13.8

1.7

9.168.4

9.2

2.7

9.2

9.08.781.0

9.18.975.1

9.03.570.4

9.15.64.967.9

72.1

5.13.23.9

4.4

6.6 7.6 8.5

3.44.4

7.520.230.7 3.05.25.1

3.7

3.9 4.4 8.8

3.93.7

問Ｂ－８　昨年１年間の活動別収入の割合

舞台、コンサート、
ライブ、寄席、

ショー等への出演

映画・放送・
メディアの仕事

振付・演出・指揮、
作曲、編曲、作詞、

企画、制作等

教える仕事
（ワークショップ・
体験指導も含む）

原稿料、著作権料、
著作隣接権料

芸能に関連する
その他の仕事

年金、不動産、
その他の事業経営

上記以外の収入

０％ 10％以下 11～ 20％ 21～ 30％

31～ 40％ 41～ 50％ 51～ 60％ 61～ 70％

71～ 80％ 81～ 90％ 91～ 100％ 無回答

（％）

7.015.830.2

13.8

1.7

9.168.4

9.2

2.7

9.2

9.08.781.0

9.18.975.1

9.03.570.4

9.15.64.967.9

72.1

5.13.23.9

4.4

6.6 7.6 8.5

3.44.4

7.520.230.7 3.05.25.1

3.7

3.9 4.4 8.8

3.93.7

問Ｂ－８　昨年１年間の活動別収入の割合

舞台、コンサート、
ライブ、寄席、

ショー等への出演

映画・放送・
メディアの仕事

振付・演出・指揮、
作曲、編曲、作詞、

企画、制作等

教える仕事
（ワークショップ・
体験指導も含む）

原稿料、著作権料、
著作隣接権料

芸能に関連する
その他の仕事

年金、不動産、
その他の事業経営

上記以外の収入

０％ 10％以下 11～ 20％ 21～ 30％

31～ 40％ 41～ 50％ 51～ 60％ 61～ 70％

71～ 80％ 81～ 90％ 91～ 100％ 無回答

（％）

7.116.030.6

11.1

3.1

8.470.4

8.8

2.1

8.4

8.45.285.4

8.47.376.4

8.42.575.6

8.46.44.765.3

75.1

5.53.33.4

3.8

4.4 10.3 8.4

3.24.2

5.515.737.9 3.94.05.0

2.8

3.4 6.7 8.4

3.63.0

舞台、コンサート、
ライブ、寄席、

ショー等への出演

映画・放送・
メディアの仕事

振付・演出・指揮、
作曲、編曲、作詞、

企画、制作等

教える仕事
（ワークショップ・
体験指導も含む）

原稿料、著作権料、
著作隣接権料

芸能に関連する
その他の仕事

年金、不動産、
その他の事業経営

上記以外の収入

０％ 10％以下 11～ 20％ 21～ 30％

31～ 40％ 41～ 50％ 51～ 60％ 61～ 70％

71～ 80％ 81～ 90％ 91～ 100％ 無回答

【参考】第８回 調査結果
問Ｂ－８　昨年１年間の活動別収入の割合

（％）

7.116.030.6

11.1

3.1

8.470.4

8.8

2.1

8.4

8.45.285.4

8.47.376.4

8.42.575.6

8.46.44.765.3

75.1

5.53.33.4

3.8

4.4 10.3 8.4

3.24.2

5.515.737.9 3.94.05.0

2.8

3.4 6.7 8.4

3.63.0

舞台、コンサート、
ライブ、寄席、

ショー等への出演

映画・放送・
メディアの仕事

振付・演出・指揮、
作曲、編曲、作詞、

企画、制作等

教える仕事
（ワークショップ・
体験指導も含む）

原稿料、著作権料、
著作隣接権料

芸能に関連する
その他の仕事

年金、不動産、
その他の事業経営

上記以外の収入

０％ 10％以下 11～ 20％ 21～ 30％

31～ 40％ 41～ 50％ 51～ 60％ 61～ 70％

71～ 80％ 81～ 90％ 91～ 100％ 無回答

【参考】第８回 調査結果
問Ｂ－８　昨年１年間の活動別収入の割合
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ジャンル別に昨年 1 年間の活動別
収入の割合をみると、「教える仕事」
の割合が高いのは「洋舞」（56.1％）、
「邦舞」（50.1％）、「邦楽」（33.9％）
です。
「舞台、コンサート、ライブ、寄
席、ショー等への出演」の割合が高
いジャンルは、「演芸」が 67.4％と
最も高く、次いで「洋楽」（48.7％）、
「伝統演劇」（43.6％）、「現代演劇・
メディア」（27.1％）です。「伝統演劇」
「洋楽」は、「教える仕事」の割合も
比較的多く、「洋楽」は 29.9％、「伝
統演劇」は 24.0％を占めています。
「映画・放送・メディアの仕事」
が最も多いのが「現代演劇・メディ
ア」で 24.1％です。
「邦楽」では、「年金、不動産、
その他の事業経営」からの収入が
22.6％と、８ジャンルのうちで最も
高い割合で、「邦舞」も 21.2％と、
他ジャンルより高い割合です。
第 8 回調査と比較すると、「現
代演劇」では、「映画・放送・メ
ディアの仕事」の割合が 13.0％から
24.1％に増加し、「教える仕事」で
低くなっています。これは調査対象
の変更が影響していることが考えら
れます。
「洋舞」では「舞台等への出演」
が 14.3％から 23.2％に増加していま
す。
「邦舞」で「教える仕事」の割合
が 41.3% から 50.1% に上がっていま
す。

問Ｂ－８　昨年１年間の活動別収入の割合  邦楽

舞台、コンサート、
ライブ、寄席、
ショー等への出演

映画・放送・
メディアの仕事

振付・演出・指揮、
作曲、編曲、作詞、
企画、制作等

教える仕事
（ワークショップ・
体験指導も含む）

原稿料、著作権料、
著作隣接権料

芸能に関連する
その他の仕事

年金、不動産、
その他の事業経営 上記以外の収入

第８回

第９回

（％）

26.6

0.3 0.1

0.3
22.634.1 4.911.2

21.2

1.1 0.6

0.6
26.233.9 3.013.2

36.314.6

0.9

2.20.2

41.34.5

15.021.2

4.0

2.6

0.3

50.16.7

9.714.326.4

0.2 1.9

0.50.8

46.2

13.114.924.0

0.7 2.2

0.60.8

43.6

4.336.1
1.2

4.94.0

1.42.3

45.8

4.629.9
2.5

3.95.0

1.737.0

48.7

問Ｂ－８　昨年１年間の活動別収入の割合   邦舞

第８回

第９回

（％）

問Ｂ－８　昨年１年間の活動別収入の割合  伝統演劇

第８回

第９回

（％）

問Ｂ－８　昨年１年間の活動別収入の割合  洋楽

第８回

第９回

（％）

B-8

昨年1年間の活動別収入の割合
（ジャンル別：邦楽／伝統演劇／邦舞／洋楽）

■ 邦楽（第 8 回：n=154、第 9 回：n=245）

■ 邦舞（第 8 回：n=137、第 9 回：n=142）

■ 伝統演劇（第 8 回：n=200、第 9 回：n=224）

■ 洋楽（第 8 回：n=176、第 9 回：n=249）
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問Ｂ－８　昨年１年間の活動別収入の割合  現代演劇

舞台、コンサート、
ライブ、寄席、
ショー等への出演

映画・放送・
メディアの仕事

振付・演出・指揮、
作曲、編曲、作詞、
企画、制作等

教える仕事
（ワークショップ・
体験指導も含む）

原稿料、著作権料、
著作隣接権料

芸能に関連する
その他の仕事

年金、不動産、
その他の事業経営 上記以外の収入

第８回

第９回

（％）

14.55.111.3

0.3

9.413.0 12.433.9

9.76.14.9

3.6

1.11.3

5.567.8

9.37.63.6

5.3

1.01.0

4.867.4

16.32.558.5

0.6

0.80.4

6.614.3

7.45.256.0

0.3

0.10.2

7.423.2

26.16.4 8.8 7.012.0

1.0

20.318.6

17.718.4 8.110.4

1.4 0.9

30.612.6

20.37.0 6.57.6

0.8

24.1 6.527.1

問Ｂ－８　昨年１年間の活動別収入の割合  演芸

第８回

第９回

（％）

問Ｂ－８　昨年１年間の活動別収入の割合  洋舞

第８回

第９回

（％）

問Ｂ－８　昨年１年間の活動別収入の割合  その他

第８回

第９回

（％）

■ 現代演劇（第 8 回：n=205、第 9 回：n=252）

■ 演芸（第 8 回：n=162、第 9 回：n=163）

■ 洋舞（第 8 回：n=144、第 9 回：n=134）

■ その他（第 8 回：n=175、第 9 回：n=197）※

※第８回と第９回のこのカテゴリー対象が異なるので比較は適切ではない。
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B-9

昨年1年間の収入形式
芸能実演家の昨年 1 年間の収入形式は、「仕事に応じて支払われる報酬（月収、年俸以外）」が最も高い割合となっ

ており、平均で 56.9% です。一方、「月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬」は 40.1% で、月給、年俸などの

あらかじめ決められた報酬を得ていない人（「0%」の人）が 41.7% を占めています。

報酬を「その他著作権料、著作隣接権料等」から得ている割合は少なく、そのような報酬を全く得ていない人が

77.5％となっています。

（％）

41.7 7.26.72.62.5
2.91.52.4

2.12.1
18.0 10.3

14.7 11.4 38.52.12.37.5
2.6

1.2

1.43.1

3.42.7
10.4

77.5 9.0 10.7

問Ｂ－９　収入形式の割合  月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

０％ 10％以下 11～ 20％ 21～ 30％ 31～ 40％ 41～ 50％

51～ 60％ 61～ 70％ 71～ 80％ 81～ 90％ 91～ 100％ 無回答

月給、年俸などの
あらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、
著作隣接権料など
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B-9

昨年1年間の収入形式（ジャンル別）
ジャンル別に昨年 1 年間の収入形

式の割合をみると、「邦楽」「邦舞」

「洋楽」は「月給、年俸などのあら

かじめ決められた報酬」と「仕事に

応じて支払われる報酬（月収、年俸

以外）」の割合がほぼ同率となって

います。

「伝統演劇」「現代演劇」「洋舞」「演

芸」は「月給、年俸などのあらかじ

め決められた報酬」に比べて「仕事

に応じて支払われる報酬（月収、年

俸以外）」の割合が高く、特に「演芸」

では 87.8% を占めています。

第 8 回調査と比較すると、「現代

演劇」は「仕事に応じて支払われる

報酬」が 54.7％から 69.6％に増えて

います。「洋舞」「邦楽」「邦舞」も、

「月給、年俸などのあらかじめ決め

られた報酬」の割合が低くなり、「仕

事に応じて支払われる報酬」の割合

が増加しています。

「洋楽」「伝統演劇」では逆に「月

給、年俸などのあらかじめ決められ

た報酬」の割合の方が高くなってい

ます。

■ 邦楽（第 8 回：n=154、第 9 回：n=245） ■ 邦舞（第 8 回：n=137、第 9 回：n=142）

■ 伝統演劇（第 8 回：n=200、第 9 回：n=224）■ 洋楽（第 8 回：n=176、第 9 回：n=249）

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  邦楽

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

1.039.759.3

3.947.948.2

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  邦舞

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

1.740.557.7

1.248.949.9

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  伝統演劇

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

1.158.940.1

1.256.142.7

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  洋楽

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

2.659.438.0

3.049.647.3

第８回

第９回

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  現代演劇

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

0.9

0.9

54.744.5

69.629.5

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  演芸

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

1.283.914.9

1.687.810.6

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  洋舞

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

0.562.936.6

0.168.531.4

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  その他

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

0.970.628.5

2.231.466.4

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  邦楽

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

1.039.759.3

3.947.948.2

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  邦舞

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

1.740.557.7

1.248.949.9

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  伝統演劇

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

1.158.940.1

1.256.142.7

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  洋楽

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

2.659.438.0

3.049.647.3

第８回

第９回

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  現代演劇

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

0.9

0.9

54.744.5

69.629.5

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  演芸

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

1.283.914.9

1.687.810.6

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  洋舞

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

0.562.936.6

0.168.531.4

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  その他

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

0.970.628.5

2.231.466.4

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回
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■ 現代演劇（第 8 回：n=205、第 9 回：n=252）■ 演芸（第 8 回：n=162、第 9 回：n=163）

■ 洋舞（第 8 回：n=144、第 9 回：n=134） ■ その他（第 8 回：n=175、第 9 回：n=197）

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  邦楽

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

1.039.759.3

3.947.948.2

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  邦舞

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

1.740.557.7

1.248.949.9

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  伝統演劇

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

1.158.940.1

1.256.142.7

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  洋楽

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

2.659.438.0

3.049.647.3

第８回

第９回

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  現代演劇

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

0.9

0.9

54.744.5

69.629.5

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  演芸

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

1.283.914.9

1.687.810.6

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  洋舞

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

0.562.936.6

0.168.531.4

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  その他

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

0.970.628.5

2.231.466.4

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  邦楽

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

1.039.759.3

3.947.948.2

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  邦舞

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

1.740.557.7

1.248.949.9

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  伝統演劇

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

1.158.940.1

1.256.142.7

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  洋楽

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

2.659.438.0

3.049.647.3

第８回

第９回

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  現代演劇

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

0.9

0.9

54.744.5

69.629.5

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  演芸

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

1.283.914.9

1.687.810.6

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  洋舞

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

0.562.936.6

0.168.531.4

問Ｂ－９　収入形式の割合（平均値表）  その他

月給、年俸などのあらかじめ決められた報酬

仕事に応じて支払われる報酬

その他著作権料、著作隣接権料など

（％）

0.970.628.5

2.231.466.4

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

第８回

第９回

※第８回と第９回のこのカテゴリー対象が異なるので比較
は適切ではない。



50

調査報告書2015年版

芸能実演家編

分
析
結
果
詳
細

C-2

個人負担となっている仕事上の必要経費（MA）
芸能実演家が仕事をするうえで個

人負担となっている経費は、「衣裳

などの購入、洗濯費、借用料」が

57.2% で 最 も 高 く、 そ れ に「交 通

費」（56.6%）、「整髪料、化粧品など」

（45.4%）が続いています。

ジャンルによって、負担の大きい

費用に特徴があります。「楽譜代・

資料代」は「洋楽」が 68.3％と最も

高く、次いで ｢邦楽｣ も 55.1％です

が、「邦楽」は「機材、楽器・道具

の購入費、修理費、付随する消耗品

代」も 60.0％と他のジャンルに比べ

て高い割合です。「身体ケア、けが、

病気予防に伴う支出」が多いのは「洋

舞」で 72.5％と突出しており、次い

で「現代演劇・メディア」の 50.8％

です。「ノルマのチケットの売れ残

り自己負担」が多いのは「邦舞」

（54.9％）で、「伝統演劇」（41.5％）、「邦

楽」（37.6％）、「洋舞」（22.9％）と

続きます。「共演者に対する出演料、

謝礼」で高いのは「邦楽」（31.4％）、

「邦舞」（27.5％）、「演芸」（27.0％）

です。「チラシ、プログラムの印刷

費」で多いのが「演芸」（36.2％）で、

「洋楽」「邦舞」「邦楽」も比較的高

いです。一方、集団で創造する「現

代演劇」では、「チラシ、プログラ

ムの印刷費」「共演者に対する出演

料、謝礼」などが他ジャンルより低

くなっています。

演出・
制作等

60
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（％）
問Ｃ－２　個人負担となっている仕事上の必要経費（ＭＡ）

衣
裳
な
ど
の
購
入
、洗
濯
費
、借
用
料

整
髪
料
、
化
粧
品
な
ど

機
材
、
楽
器
・
道
具
の
購
入
費
、

修
理
費
、
付
随
す
る
消
耗
品
代

楽
譜
代
・
資
料
代

チ
ラ
シ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
印
刷
費

共
演
者
に
対
す
る
出
演
料
、
謝
礼

ノ
ル
マ
の
チ
ケ
ッ
ト
売
れ
残
り
の

自
己
負
担

会
場
の
使
用
料

技
能
習
得
な
ど
に
支
払
う
授
業
料

資
格
認
定
に
と
も
な
う
費
用

交
通
費

宿
泊
費

57.2

45.4

37.4
31.8

19.420.6
25.9

19.8

29.8

11.3

56.6

18.3

通
信
費

44.4

56.6

64.5

55.4

62.0

47.8

65.1

67.2

62.0

33.5

18.3

20.0

25.9

31.0

17.3

7.1

19.8

20.2

11.2

11.3

24.9

14.7

16.2

4.8

9.5

8.4

3.1

6.1

29.8

38.0

28.1

41.5

27.3

37.7

35.1

18.4

11.7

19.8

27.8

18.8

34.5

20.5

5.6

22.1

32.5

5.6

40.3

25.7

40.6

33.8

36.5

50.8

72.5

46.6

27.4

そ
の
他

1.7

2.0

0.4

2.1

0.8

2.4

0.8

1.8

3.6

接
待
費
・
交
際
費

身
体
ケ
ア
、
ケ
ガ
・
病
気
予
防
に

と
も
な
う
支
出

44.2
40.3

1.7

44.2

33.5

45.5

47.2

41.8

53.2

44.3

49.1

41.6

無
回
答

個
人
負
担
は
特
に
な
い

7.2

7.2

4.1

4.9

2.8

5.6

6.7

2.3

3.1

25.9

3.4

3.4

6.1

2.2

7.0

2.0

2.0

3.1

3.1

2.5

44.4

32.7

45.1

38.0

48.2

57.1

42.7

57.7

31.5

25.9

37.6

41.5

54.9

18.9

16.7

22.9

12.9

6.1

20.6

31.4

23.2

27.5

24.5

8.7

20.6

27.0

4.1

19.4

24.5

16.5

24.6

26.1

7.9

19.1

36.2

5.1

31.8

55.1

28.6

9.2

68.3

16.3

8.4

22.1

19.8

37.4

60.0

43.8

31.7

57.0

15.1

28.2

39.9

13.7

45.4

41.2

37.9

49.3

47.8

60.3

53.4

58.9

17.3

57.2

60.0

65.2

77.5

65.5

47.2

42.0

79.8

23.9

1603

245

224

142

249

252

131

163

197

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

洋舞

演芸

現代演劇・
メディア

n=

（％）

n=

万一の場合や老後に対しての備え状況（ＭＡ）
【参考】第８回 調査結果との比較
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の
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入
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濯
費
、借
用
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、
化
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品
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ど

機
材
、
楽
器
・
道
具
の
購
入
費
、

修
理
費
、
付
随
す
る
消
耗
品
代

楽
譜
代
・
資
料
代

チ
ラ
シ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
印
刷
費

共
演
者
に
対
す
る
出
演
料
、
謝
礼

ノ
ル
マ
の
チ
ケ
ッ
ト
売
れ
残
り
の

自
己
負
担

会
場
の
使
用
料

技
能
習
得
な
ど
に
支
払
う
授
業
料

資
格
認
定
に
と
も
な
う
費
用

交
通
費

宿
泊
費

通
信
費

55.8

56.6

18.0

18.3

12.6

11.3

35.1

29.8

21.1

19.8

43.9

40.3

そ
の
他

2.4

1.7

接
待
費
・
交
際
費

身
体
ケ
ア
、
ケ
ガ
・
病
気
予
防
に

と
も
な
う
支
出

43.9

44.2

無
回
答

個
人
負
担
は
特
に
な
い

0.0

7.2

6.8

3.4

45.3

44.4

29.9

25.9

22.6

20.6

19.4

19.4

28.6

31.8

34.2

37.4

52.2

45.4

61.0

57.2

1353

1603

第８回

第９回

第８回
第９回
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C-2

個人負担となっている仕事上の必要経費（小ジャンル別）（MA）
小ジャンル別に、個人負担となっ

ている仕事上の必要経費をみると、

「衣裳などの購入、洗濯費、借用料」

は、「その他の舞踊」（88.9%）、「落

語」（80.8%）、「ソロ（演奏）」（78.8%）

などで高くなっています。「交通費」

で高いのは、「外画・アニメ吹き替

え、ナレーション」（91.9%）、「小劇

場系演劇」（90.3%）です。同じ伝統

演劇でも「能楽」と「歌舞伎」では

個人負担の費用の内訳がかなり異

なっており、「歌舞伎」では「身体

ケア・ケガ・病気予防にともなう支

出」が 80.6％、「整髪料、化粧品など」

が 83.9％と突出しています。「能楽」

では「衣裳など」が 66.3％、「ノル

マのチケットの売れ残り」が 49.4％

と多い傾向にあります。

n=
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（％）
問Ｃ－２　個人負担となっている仕事上の必要経費（ＭＡ）

衣
裳
な
ど
の
購
入
、洗
濯
費
、借
用
料

整
髪
料
、
化
粧
品
な
ど

機
材
、
楽
器
・
道
具
の
購
入
費
、

修
理
費
、
付
随
す
る
消
耗
品
代

楽
譜
代
・
資
料
代

チ
ラ
シ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
印
刷
費

共
演
者
に
対
す
る
出
演
料
、
謝
礼

ノ
ル
マ
の
チ
ケ
ッ
ト
売
れ
残
り
の

自
己
負
担

会
場
の
使
用
料

技
能
習
得
な
ど
に
支
払
う
授
業
料

資
格
認
定
に
と
も
な
う
費
用

交
通
費

宿
泊
費

57.2

45.4

37.4
31.8

19.420.6
25.9

19.8

29.8

11.3

56.6

18.3

通
信
費

44.4

56.6

54.1

61.3

63.7

90.3

71.0

62.8

29.5

66.7

63.6

65.2

63.9

65.4

68.9

91.9

51.8

18.3

27.9

16.1

8.8

29.0

16.1

21.3

11.0

21.2

34.5

16.3

22.2

23.1

20.0

5.4

15.2

11.3

14.5

22.6

1.8

3.2

32.3

25.5

3.5

12.1

10.9

10.9

30.6

1.3

11.1

13.5

11.0

29.8

26.7

51.6

31.0

25.8

38.7

45.7

19.1

48.5

44.5

28.3

36.1

21.8

31.1

45.9

25.0

19.8

23.3

6.5

2.7

35.5

22.6

36.2

6.4

48.5

37.3

17.4

30.6

48.7

4.4

8.1

15.6

40.3

32.6

80.6

40.7

48.4

16.1

29.8

26.6

42.4

39.1

70.7

25.0

56.4

46.7

64.9

38.9

そ
の
他

1.7

0.6

0.0

0.9

6.5

6.5

1.1

2.3

0.0

2.7

1.1

0.0

1.3

2.2

0.0

2.1

接
待
費
・
交
際
費

身
体
ケ
ア
、
ケ
ガ
・
病
気
予
防
に

と
も
な
う
支
出

44.2
40.3

1.7

44.2

36.6

77.4

53.1

64.5

29.0

35.1

39.3

42.4

47.3

41.3

44.4

52.6

46.7

75.7

42.1

無
回
答

個
人
負
担
は
特
に
な
い

7.2

7.2

5.2

3.2

9.7

0.0

3.2

2.1

19.7

0.0

2.7

1.1

2.8

3.8

4.4

2.7

8.7

3.4

3.4

2.9

0.0

3.5

0.0

12.9

5.3

1.2

0.0

8.2

3.3

2.8

1.3

0.0

2.7

3.6

44.4

39.0

71.0

49.6

71.0

29.0

33.0

33.5

63.6

42.7

39.1

27.8

64.1

64.4

67.6

43.3

25.9

49.4

12.9

22.1

25.8

38.7

45.7

5.2

45.5

50.0

14.1

69.4

9.0

11.1

10.8

19.9

20.6

22.1

41.9

4.4

25.8

22.6

39.4

8.7

36.4

28.2

14.1

27.8

42.3

6.7

13.5

19.0

19.4

19.2

9.7

2.7

29.0

19.4

33.0

6.4

57.6

30.9

10.9

13.9

51.3

6.7

10.8

19.0

31.8

24.4

35.5

17.7

29.0

35.5

70.2

49.7

87.9

10.9

5.4

5.6

23.1

20.0

35.1

33.4

37.4

40.1

45.2

10.6

25.8

35.5

68.1

43.4

39.4

30.9

27.2

41.7

35.9

28.9

21.6

39.8

45.4

25.6

83.9

49.6

45.2

38.7

48.9

29.5

48.5

48.2

51.1

55.6

55.1

51.1

67.6

47.6

57.2

66.3

48.4

31.9

48.4

54.8

64.9

44.5

78.8

73.6

31.5

88.9

80.8

57.8

70.3

56.7

1603

172

31

113

31

31

94

173

33

110

92

36

78

45

37

527

TOTAL

能楽

歌舞伎

現代演劇・新劇

小劇場系演劇

古曲

三曲

オーケストラ

ソロ（演奏）

日本舞踊

バレエ

その他の舞踊

落語

その他・無回答

放送（テレビ、ラジオ）・
スタジオ録音・スタジオ録画

外画・アニメ吹き替え、
ナレーション

（％）

＊小ジャンル別の分析について
小ジャンル別の分析については、より
ジャンル、分野ごとの特徴をみるため、
問A-2（b）「あなた自身がたずさわって
いる活動分野のうち、最も比重の大き
いものをお選びください」という設問
の回答結果を元に、30サンプル以上出
現したジャンルのみ集計し分析を行っ
ています。
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分
析
結
果
詳
細 万一の場合や老後に対して

の備えとして、「生命保険や

損害保険などに加入してい

る」（60.0%）、「国民年金に加

入している」（57.3%）の割合

が 6 割前後を占めています。

「国民年金に加入している」

は「洋舞」の割合が他のジャ

ンルに比べて高く、「厚生年

金・共済組合などの公的年金

に加入している」は「邦楽」

（42.9%）、「洋楽」（40.6%）で

それぞれ高くなっています。

第 8 回調査と比較すると、

「生 命 保 険 や 損 害 保 険 な ど

に加入している」（第 8 回：

54.4%、第 9 回：60.0%）、「貯

蓄 を し て い る 」（ 同 29.3%、

33.7%）、「公的年金に加入し

て い る（ 同 30.2%、33.3%）」

の割合が第 9 回調査でそれぞ

れ高くなっています。

E-7

万一の場合や老後に対しての備え（MA）

演出・
制作等
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問Ｅ－７　万一の場合や老後に対しての備え状況（ＭＡ）
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式
や
不
動
産
な
ど
に

投
資
を
し
て
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芸
能
関
係
以
外
の
事
業
を

行
っ
て
い
る

備
え
を
す
る
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済
的
余
裕
が
な
い

ま
っ
た
く
考
え
て
い
な
い

無
回
答

57.3

33.3

13.6

60.0

33.7

9.0
6.2

18.9

0.8
2.2

2.2

3.3

1.3

1.4

2.4

0.4

3.1

3.7

2.5

0.8

0.8

0.0

0.0

0.0

1.6

0.0

3.1

1.0

18.9

9.0

22.8

16.9

19.3

25.8

18.3

23.9

15.2

6.2

7.3

5.8

17.6

3.2

5.2

3.8

6.1

3.6

9.0

14.7

10.7

11.3

10.4

4.4

8.4

4.3

7.1

33.7

44.1

29.0

38.0

36.1

29.0

33.6

25.8

33.0

60.0

61.2

60.7

68.3

63.5

56.3

60.3

49.1

60.4

13.6

20.8

12.5

19.7

13.7

9.5

16.8

7.4

9.6

33.3

42.9

27.2

38.0

40.6

19.0

13.7

8.0

68.0

57.3

56.7

63.8

65.5

53.4

61.5

72.5

63.8

28.4

1603

245

224

142

249

252

131

163

197

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

洋舞

演芸

現代演劇・
メディア

n=

（％）

問Ｅ－７　万一の場合や老後に対しての備え状況（ＭＡ）

2.3

2.2

1.8

0.8

21.0

18.9

8.0

6.2

7.7

9.0

29.3

33.7

54.4

60.0

12.6

13.6

30.2

33.3

57.1

57.3

1353

1603

第８回

第９回

【参考】第８回 調査結果との比較
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無
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答

第８回
第９回

n=

（％）
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E-7

万一の場合や老後に対しての備え（小ジャンル別）（MA）
小ジャンル別に万一の場合や老後

に対しての備えの状況をみると、「生

命保険や損害保険などに加入してい

る」は「オーケストラ」が 67.6% で

最も高いです。逆に「国民年金に加

入している」は、「オーケストラ」

は 30.6% で低く、「外画・アニメ吹

き替え、ナレーション」（83.8%）、「能

楽」（65.1%）で高くなっています。
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問Ｅ－７　万一の場合や老後に対しての備え状況（ＭＡ）
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57.3

33.3

13.6

60.0

33.7

9.0
6.2

18.9

0.8
2.2

2.2

1.2

3.2

0.0

3.2

0.0

3.2

2.3

0.0

1.8

3.3

0.0

3.8

2.2

0.0

2.8

0.8

0.0

0.0

0.9

3.2

0.0

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

5.1

2.2

0.0

0.9

18.9

19.2

41.9

26.5

25.8

9.7

6.4

13.9

18.2

18.2

18.5

13.9

17.9

24.4

18.9

20.1

6.2

7.0

0.0

8.0

0.0

9.7

2.1

1.2

0.0

15.5

1.1

22.2

5.1

4.4

2.7

7.2

9.0

12.2

3.2

6.2

3.2

25.8

11.7

4.6

15.2

12.7

6.5

2.8

7.7

6.7

5.4

9.7

33.7

29.1

25.8

23.9

16.1

48.4

42.6

34.7

48.5

40.0

33.7

27.8

21.8

28.9

29.7

36.8

60.0

62.2

58.1

54.9

48.4

67.7

60.6

67.6

60.6

69.1

58.7

63.9

50.0

57.8

73.0

56.7

13.6

15.7

3.2

8.8

0.0

19.4

31.9

13.9

21.2

23.6

15.2

5.6

7.7

4.4

29.7

9.9

33.3

33.1

6.5

28.3

32.3

71.0

34.0

72.3

15.2

30.9

13.0

58.3

3.8

20.0

8.1

31.7

57.3

65.1

58.1

54.0

54.8

41.9

61.7

30.6

72.7

66.4

67.4

61.1

60.3

48.9

83.8

57.9

1603

172

31

113

31

31

94

173

33

110

92

36

78

45

37

527

TOTAL

能楽

歌舞伎

現代演劇・新劇

小劇場系演劇

古曲

三曲

オーケストラ

ソロ（演奏）

日本舞踊

バレエ

その他の舞踊

落語

その他・無回答

放送（テレビ、ラジオ）・
スタジオ録音・スタジオ録画

外画・アニメ吹き替え、
ナレーション

n=

（％）
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芸能実演家編

分
析
結
果
詳
細

昨年 1 年間に仕事上で医師の治療

が必要となった傷害（ケガ）を経

験した割合は 9.0% でした。ジャン

ル別にみると、「洋舞」が 34.4% で、

他のジャンルに比べて突出して高い

です。

C-3（a）

昨年1年間に仕事上で医師の治療が必要となった経験（傷害（ケガ））

（２） 仕事環境について
■ 傷害（ケガ）の状況

TOTAL
（n=1603）

邦楽
（n=245）

伝統演劇
（n=224）

邦舞
（n=142）

洋楽
（n=249）

現代演劇・メディア
（n=252）

洋舞
（n=131）

演芸
（n=163）

演出・制作等
（n=197）

（％）

9.0 72.1 18.8

4.1 74.7 21.2

10.3 72.3 17.4

7.0 60.6 32.4

3.2 79.5 17.3

9.5 73.0 17.5

8.0 71.8 20.2

6.1 81.7 12.2

34.4 49.6 16.0

問Ｃ－３　昨年１年間に仕事上で医師の治療が必要となった経験  （ａ）
仕事上の傷害（ケガ）

経験した 経験しなかった 無回答

TOTAL
（n=1353）

邦楽
（n=154）

伝統演劇
（n=200）

邦舞
（n=137）

洋楽
（n=176）

現代演劇
（n=205）

洋舞
（n=144）

演芸
（n=162）

その他
（n=175）

（％）

11.2 13.8 14.9

14.0 74.0 12.0

10.2 65.7 24.1

10.2 79.0 10.8

9.3 77.6 13.2

31.9 52.1 1.6

8.0 75.3 16.7

4.6 85.7 9.7

3.9 75.3 20.8

経験した 経験しなかった 無回答

【参考】第８回 調査結果
問Ｃ－３　昨年１年間に仕事上で医師の治療が必要となった経験 

 （ａ）仕事上の傷害（ケガ）
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芸能実演家編

分
析
結
果
詳
細

小ジャンル別に昨年 1 年間に仕事

上で医師の治療が必要となった傷害

（ケガ）の経験をみると、「バレエ」

が 38.0% で他の小ジャンルに比べて

傷害（ケガ）の経験率が高く、「歌

舞伎」も 16.1％と高めとなっていま

す。

C-3（a）

昨年1年間に仕事上で医師の治療が必要となった経験
（小ジャンル別）（傷害（ケガ））

TOTAL
（n=1603）

能楽
（n=172）

歌舞伎
（n=31）

現代演劇・新劇
（n=113）

小劇場系演劇
（n=31）

古曲
（n=31）

三曲
（n=94）

オーケストラ
（n=173）

ソロ（演奏）
（n=33）

日本舞踊
（n=110）

バレエ
（n=92）

その他の舞踊
（n=36）

落語
（n=78）

（n=45）

（n=37）

その他・無回答
（n=527）

（％）

18.872.19.0

14.077.98.1

25.858.116.1

12.478.88.8

22.671.06.5

32.758.29.1

24.468.96.7

10.878.410.8

20.769.69.7

15.246.7

27.872.2

38.0

20.578.21.3

19.178.72.1

15.082.7

15.284.8

2.3

87.112.9

問Ｃ－３　昨年１年間に仕事上で医師の治療が必要となった経験 
 （ａ）仕事上の傷害（ケガ）

経験した 経験しなかった 無回答

放送（テレビ、ラジオ）・
スタジオ録音・スタジオ録画

外画・アニメ吹き替え、
ナレーション
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芸能実演家編

分
析
結
果
詳
細 昨年 1 年間に仕事上で医師の治療

が必要となった傷害（ケガ）が発生

した場所は、「稽古場」が 48.3% で

最も高く、それに「舞台・ステージ」

が 32.4%、「移動中」 が 12.4% で続

いています。「洋舞」は「稽古場」

の割合が 80.0% で最も高くなってい

ます。

C-4（a）

昨年1年間に経験した仕事上の傷害（ケガ）の発生場所

※「邦楽」「伝統演劇」「邦舞」「洋楽」「現代演劇」「演芸」「その他」は

　��サンプル数 30s 未満のため参考値扱いとする。

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

（％）

問Ｃ－４（ａ）昨年１年間に経験した仕事上の傷害発生場所（ＭＡ）
【ベース：傷害経験有り】

舞
台
・
ス
テ
ー
ジ

楽
屋

ス
タ
ジ
オ
・
撮
影
所

ロ
ケ
現
場

稽
古
場

移
動
中

32.4

3.4
2.1 2.1

48.3

12.4

そ
の
他

無
回
答

9.0
12.4

12.4

30.0

4.3

0.0

37.5

16.7

4.4

23.1

16.7

48.3

30.0

26.1

50.0

50.0

37.5

80.0

30.8

25.0

2.1

0.0

0.0

0.0

0.0

12.5

0.0

0.0

0.0

9.0

0.0

17.4

20.0

25.0

8.3

2.2

7.7

8.3

12.4

20.0

13.0

40.0

25.0

8.3

2.2

15.4

16.7

2.1

10.0

0.0

0.0

0.0

0.0

4.4

0.0

0.0

3.4

10.0

4.3

0.0

12.5

0.0

2.2

0.0

8.3

32.4

10.0

52.2

10.0

0.0

41.7

28.9

46.2

33.3

145

10

23

10

8

24

45

13

12

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

洋舞

演芸

n=

現代演劇・
メディア

演出・
制作等

（％）
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芸能実演家編

分
析
結
果
詳
細

昨年 1 年間に仕事上で医師の治療が必要となった傷害（ケガ）に対する治療費等の負担状況は、「自分で負担した」

が最も高く 69.0%、その他、「労災保険が適用された」「自分が加入している傷害保険などの給付があった」がともに 7.6%

でした。

治療費等以外の補償では、「何もない」が 77.9%、「見舞い金程度」は 5.5% となっています。

C-4（b）

昨年1年間に経験した仕事上の傷害（ケガ）治療費等の負担状況
C-4（c）

昨年1年間に経験した仕事上の傷害（ケガ）に対する治療費以外の補償状況

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

（％）

問Ｃ－４（ｂ）昨年１年間に経験した
仕事上の傷害治療費等の負担状況
【ベース：傷害経験有り】

自
分
で
負
担
し
た

労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
た

所
属
し
て
い
る
集
団
、

仕
事
の
依
頼
主
等
が
負
担
し
た

自
分
が
加
入
し
て
い
る

傷
害
保
険
な
ど
の
給
付
が
あ
っ
た

そ
の
他

69.0

7.6 7.66.9
2.8

無
回
答

6.2

6.2

20.0

4.3

20.0

12.5

0.0

2.2

7.7

8.3

2.8

0.0

4.3

0.0

0.0

4.2

0.0

7.7

8.3

7.6

0.0

8.7

0.0

12.5

12.5

4.4

15.4

8.3

6.9

0.0

8.7

0.0

0.0

20.8

6.7

0.0

0.0

7.6

0.0

8.7

0.0

12.5

12.5

4.4

0.0

25.0

69.0

80.0

65.2

80.0

62.5

50.0

82.2

69.2

50.0

145

10

23

10

8

24

45

13

12

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

洋舞

演芸

n=

現代演劇・
メディア

演出・
制作等

（％）

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

（％）

問Ｃ－４（ｃ）昨年１年間に経験した
仕事上の傷害に対する治療費以外の補償状況

【ベース：傷害経験有り】

見
舞
い
金
程
度

そ
の
仕
事
を
や
り
終
え
た
場
合
に

得
ら
れ
る
報
酬
相
当
分
の
補
償

休
ん
だ
全
期
間
に
得
ら
れ
る
で

あ
ろ
う
全
収
入
に
見
合
う
補
償

何
も
な
い

無
回
答

5.5
1.4

77.9

4.1

11.0

11.0

20.0

21.7

20.0

12.5

4.2

6.7

7.7

8.3

77.9

80.0

56.5

60.0

75.0

91.7

88.9

69.2

75.0

4.1

0.0

4.3

0.0

12.5

4.2

0.0

7.7

16.7

1.4

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

2.2

7.7

0.0

5.5

0.0

17.4

20.0

0.0

0.0

2.2

7.7

0.0

145

10

23

10

8

24

45

13

12

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

洋舞

演芸

n=

現代演劇・
メディア

演出・
制作等

（％）
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芸能実演家編

分
析
結
果
詳
細

昨年 1 年間に仕事上で医師の治療

が必要となった病気・症状などを経

験した割合は 17.0% です。ジャンル

別でみると、傷害（ケガ）と同様に「洋

舞」が 40.5% で特に割合が高くなっ

ています。

C-3（b）

昨年1年間に仕事上で医師の治療が必要となった経験（病気・症状）

■ 病気・症状の状況

TOTAL
（n=1603）

邦楽
（n=245）

伝統演劇
（n=224）

邦舞
（n=142）

洋楽
（n=249）

現代演劇・メディア
（n=252）

洋舞
（n=131）

演芸
（n=163）

演出・制作等
（n=197）

（％）

17 61.5 21.5

10.2 58.4 31.4

17.9 66.5 15.6

19.7 65.9 14.5

14.7 63.9 21.4

40.5 42.7 16.8

13.5 62.0 24.5

10.7 73.1 16.2

17.6 47.9 35.4

問Ｃ－３　昨年１年間に仕事上で医師の治療が必要となった経験
  （ｂ）仕事が原因と考えられる病気・症状など

経験した 経験しなかった 無回答

TOTAL
（n=1353）

邦楽
（n=154）

伝統演劇
（n=200）

邦舞
（n=137）

洋楽
（n=176）

現代演劇
（n=205）

洋舞
（n=144）

演芸
（n=162）

その他
（n=175）

（％）

17.5 63.0 19.4

21.0 64.0 15.0

15.1 65.4 19.5

6.3 79.4 14.3

38.2 42.4 19.4

23.3 65.3 11.4

9.7 63.0 27.3

13.1 56.9 29.9

14.8 62.3 22.8

経験した 経験しなかった 無回答

【参考】第８回 調査結果
問Ｃ－３　昨年１年間に仕事上で医師の治療が必要となった経験

  （ｂ）仕事が原因と考えられる病気・症状など
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芸能実演家編

分
析
結
果
詳
細

小ジャンル別に昨年 1 年間に仕事

上で医師の治療が必要となった病

気・症状の経験をみると、「バレエ」

が 39.1% で他の小ジャンルに比べ病

気・症状の経験率が高くなっていま

す。

C-3（b）

昨年1年間に仕事上で医師の治療が必要となった経験
（小ジャンル別）（病気・症状）

TOTAL
（n=1603）

能楽
（n=172）

歌舞伎
（n=31）

現代演劇・新劇
（n=113）

小劇場系演劇
（n=31）

古曲
（n=31）

三曲
（n=94）

オーケストラ
（n=173）

ソロ（演奏）
（n=33）

日本舞踊
（n=110）

バレエ
（n=92）

その他の舞踊
（n=36）

落語
（n=78）

（n=45）

（n=37）

その他・無回答
（n=527）

（％）

17.0 61.5 21.5

22.6 71.5 12.2

22.6 48.4 29.0

12.4 69.0 18.6

9.7 54.8 35.5

11.7 61.7 26.6

39.1 41.3 19.6

13.5 73.0 13.5

18.5 69.4 12.1

15.2 72.7 12.1

8.3 63.9 27.8

10.3 70.5 19.2

20.9 44.5 34.5

16.7 58.8 24.5

8.9 60.0 31.1

16.1 71.0 12.9

問Ｃ－３　昨年１年間に仕事上で医師の治療が必要となった経験
  （ｂ）仕事が原因と考えられる病気・症状など

経験した 経験しなかった 無回答

放送（テレビ、ラジオ）・
スタジオ録音・スタジオ録画

外画・アニメ吹き替え、
ナレーション
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芸能実演家編

分
析
結
果
詳
細

昨年 1 年間に仕事上で医師の治療が必要となった病気・症状などに対する治療費等の負担状況は、「自分で負担した」

が最も高く 91.2%、「自分が加入している傷害保険などの給付があった」が 9.9% となっていました。

治療費等以外の補償では、「何もない」が 83.5%、「見舞い金程度」は 5.5% です。

C-5（a）

仕事が原因と考えられる病気・病状の治療費の負担状況（MA）
C-5（b）

仕事が原因と考えられる病気・病状の治療費以外の補償状況（MA）

※「邦楽」「邦舞」「演芸」「その他」はサンプル数 30s 未満のため参考値扱いとする。
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10

0

（％）

問Ｃ－５（ａ）仕事が原因と考えられる
病気・症状の治療費の負担状況（ＭＡ）

【ベース：病気経験有り】

自
分
で
負
担
し
た

労
災
保
険
が
適
用
さ
れ
た

所
属
し
て
い
る
集
団
、

仕
事
の
依
頼
主
等
が
負
担
し
た

自
分
が
加
入
し
て
い
る

傷
害
保
険
な
ど
の
給
付
が
あ
っ
た

そ
の
他

無
回
答

91.2

1.1 1.8

9.9

3.3
1.1

1.1

0.0

2.5

0.0

0.0

0.0

0.0

0.0

9.5

3.3

0.0

5.0

4.0

4.1

2.7

0.0

0.0

14.3

9.9

4.0

10.0

12.0

12.2

13.5

3.8

18.2

9.5

1.8

0.0

2.5

0.0

0.0

8.1

1.9

0.0

0.0

1.1

0.0

0.0

0.0

0.0

5.4

0.0

4.5

0.0

91.2

100

90.0

100.0

91.8

81.1

94.3

95.5

76.2

272

25

40

25

49

37

53

22

21

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

洋舞

演芸

n=

現代演劇・
メディア

演出・
制作等

（％）
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（％）

問Ｃ－５（ａ）仕事が原因と考えられる
病気・症状の治療費以外の補償状況（ＭＡ）

【ベース：病気経験有り】

見
舞
い
金
程
度

そ
の
仕
事
を
や
り
終
え
た
場
合
に

得
ら
れ
る
報
酬
相
当
分
の
補
償

休
ん
だ
全
期
間
に
得
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
全
収
入
に
見
合
う
補
償

何
も
な
い

無
回
答

5.5
2.9 1.5

83.5

6.6

6.6

12.0

12.5

4.0

6.1

2.7

3.8

0.0

14.3

83.5

80.0

67.5

80.0

81.6

86.5

96.2

95.5

76.2

1.5

0.0

5.0

0.0

2.0

2.7

0.0

0.0

0.0

2.9

4.0

0.0

0.0

8.2

5.4

0.0

0.0

4.8

5.5

4.0

15.0

16.0

2.0

2.7

0.0

4.5

4.8

272

25

40

25

49

37

53

22

21

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

洋舞

演芸

n=

現代演劇・
メディア

演出・
制作等

（％）



61

調査報告書2015年版

芸能実演家編

分
析
結
果
詳
細

「自分の仕事にプライドを持って

いる」「いまの仕事をできるかぎり

続けたい」は、「そう思う／まあそ

う思う」の割合は 9 割前後となり、

他の項目に比べて肯定する割合が高

いです。同じく「入ってくる仕事は

総じて、自分がやりたいと思ってい

る‘本業’の仕事である」は 8 割弱、

「自分の仕事は世の中から評価され

ている」「自分が持つ能力を十分活

用することができている」も 6 割の

人が「そう思う／まあそう思う」と

回答しています。　

その一方で、「仕事の量は十分で

ある」「ライブ、舞台公演など‘なま’

の芸能の将来に明るい見通しを持っ

ている」は、「そうは思わない／あ

まりそうは思わない」は過半数を占

め、否定する割合が高くなっていま

す。

D-1（a）

仕事に対する考え方について

（３） 仕事や生活に対する考え方

仕事の量は十分である

入ってくる仕事は総じて
自分のやりたい‘本業’の仕事

自分の仕事は世の中から
評価されている

自分が持つ能力を
十分活用することができている

自分の仕事に
プライドを持っている

今の仕事を出来る限り続けたい

‘なま’の芸能の将来に
明るい見通しを持っている

（％）

17.2 24.5 24.1 28.2 6.0

33.0 43.8 11.7 5.4 6.1

19.5 43.4 23.8 7.9 5.4

18.3 44.2 24.5 7.9 5.2

11.4 24.6 38.5 20.1 5.4

60.6 30.8

3.5

1.2

3.9

64.9 23.3

5.7

1.9

4.2

問Ｄ－１（ａ）　仕事に対する考え方 

そう思う（＋２） まあそう思う（＋１） あまりそうは思わない（－１）

そうは思わない（－２） 無回答
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分
析
結
果
詳
細 「仕事の量は十分である」は「演

芸」と「現代演劇・メディア」で「そ

うは思わない」の割合が約半数を占

めて高く、「あまりそうは思わない」

を加えると 7 割を超えます。「洋舞」

は「そう思う」と「まあそう思う」

で 6 割弱となり高くなっています。

D-1（a）

仕事に対する考え方について（１）（ジャンル別）

TOTAL
（n=1603）

邦楽
（n=245）

伝統演劇
（n=224）

邦舞
（n=142）

洋楽
（n=249）

現代演劇・メディア
（n=252）

洋舞
（n=131）

演芸
（n=163）

演出・制作等
（n=197）

（％）

17.2 24.5 24.1 28.2 6.0

18.8 26.5 22.4 20.8 11.4

16.9 23.9 24.6 20.4 14.1

18.1 32.5 25.3 22.5 1.6

22.9 34.4 22.1 17.6 3.1

35.0 32.5 16.2 12.2 4.1

9.5 13.1 22.6 50.0 4.8

3.7 11.0 20.9 58.3 6.1

13.8 23.7 36.6 21.4 4.5

問Ｄ－１（ａ）　仕事に対する考え方 
仕事の量は十分である

そう思う（＋２） まあそう思う（＋１） あまりそうは思わない（－１）

そうは思わない（－２） 無回答

TOTAL
（n=1603）

邦楽
（n=245）

伝統演劇
（n=224）

邦舞
（n=142）

洋楽
（n=249）

現代演劇・メディア
（n=252）

洋舞
（n=131）

演芸
（n=163）

演出・制作等
（n=197）

（％）

33.0 43.8 11.7 5.4 6.1

28.6 41.2 13.5 4.1 12.7

24.2 44.0 16.7 11.5 3.6

48.1 35.9 12.2 3.8

25.9 48.7 9.612.7 3.0

38.0 44.2 7.4

3.7

6.7

38.8 44.6 6.3

5.4

4.9

32.4 40.1 10.6

3.5

13.4

35.7 47.4 12.0

2.4

2.4

問Ｄ－１（ａ）　仕事に対する考え方 
入ってくる仕事は総じて自分のやりたい‘本業’の仕事

そう思う（＋２） まあそう思う（＋１） あまりそうは思わない（－１）

そうは思わない（－２） 無回答

D-1（a）

仕事に対する考え方について（2）（ジャンル別）
「入ってくる仕事は総じて、自分

がやりたいと思っている‘本業’の

仕事である」で、「そう思う」「まあ

そう思う」の回答の合計をみてみる

と、「洋舞」が 84％と最も高く、次

いで「伝統演劇」の 83.4％です。最

も少ない「現代演劇・メディア」で

も 68.2％、「邦楽」で 69.8％となっ

ていて、自分のやりたい‘本業’の

仕事をしていると肯定的に受け止め

ている人が大半を占めています。
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分
析
結
果
詳
細「自分の仕事は世の中から評価さ

れている」はすべてのジャンルで「そ

う思う」「まあそう思う」を合わせ

た割合が過半数を占めています。合

計の割合が最も高いのは「洋楽」で

73.9％、次いで「洋舞」の 72.5％。

最も低いのが「現代演劇・メディア」

で 54.4％、次いで「演芸」の 55.2％

でした。

D-1（a）

仕事に対する考え方について（３）（ジャンル別）

TOTAL
（n=1603）

邦楽
（n=245）

伝統演劇
（n=224）

邦舞
（n=142）

洋楽
（n=249）

現代演劇・メディア
（n=252）

洋舞
（n=131）

演芸
（n=163）

演出・制作等
（n=197）

（％）

19.5 43.4 23.8 7.9 5.4

13.9 42.4 22.9 9.8 11.0

28.1 39.3 22.3 6.3 4.0

24.6 39.4 19.7 4.2 12.0

14.7 39.7 28.2 13.1 4.4

17.8 37.4 28.2 10.4 6.1

17.3 44.7 26.9

9.1

2.0

20.6 51.9 20.6

3.8

3.1

21.7 52.2 20.5

4.0

1.6

問Ｄ－１（ａ）　仕事に対する考え方 
自分の仕事は世の中から評価されている

そう思う（＋２） まあそう思う（＋１） あまりそうは思わない（－１）

そうは思わない（－２） 無回答

TOTAL
（n=1603）

邦楽
（n=245）

伝統演劇
（n=224）

邦舞
（n=142）

洋楽
（n=249）

現代演劇・メディア
（n=252）

洋舞
（n=131）

演芸
（n=163）

演出・制作等
（n=197）

（％）

18.3 44.2 24.5 7.9 5.2

15.1 40.8 26.5 7.3 10.2

15.6 47.3 26.8 5.8 4.5

16.9 38.7 26.1 7.0 11.3

12.7 35.7 31.3 16.7 3.6

16.6 42.3 25.8 8.6 6.7

16.8 52.8 21.3

7.1

2.0

24.4 48.1 23.7

0.8

3.1

29.3 48.6 14.5

5.6

2.0

問Ｄ－１（ａ）　仕事に対する考え方 
自分が持つ能力を十分活用することができている

そう思う（＋２） まあそう思う（＋１） あまりそうは思わない（－１）

そうは思わない（－２） 無回答

D-1（a）

仕事に対する考え方について（４）（ジャンル別）
「自分が持つ能力を十分活用する

ことができている」は、「現代演劇・

メディア」を除くジャンルでは、「そ

う思う」「まあそう思う」の合計が

過半数を超えています。最も肯定的

なのは「洋楽」で 77.9％にのぼるの

に対し、「現代演劇・メディア」で

は「あまりそうは思わない」「そう

は思わない」の合計の割合が 48.0％

と、他のジャンルに比べて不満感が

高くなっています。



64

調査報告書2015年版

芸能実演家編

分
析
結
果
詳
細 「自分の仕事にプライドを持って

いる」は、「洋舞」「洋楽」で「そう

思う」の割合が 72.5%、67.5% で他

に比べて高く、最も低い「邦楽」で

も 50.2% と過半数を超えています。

「まあそう思う」も合計すると圧倒

的に「プライドを持っている」とい

う人たちの割合が高いです。

D-1（a）

仕事に対する考え方について（５）（ジャンル別）

TOTAL
（n=1603）

邦楽
（n=245）

伝統演劇
（n=224）

邦舞
（n=142）

洋楽
（n=249）

現代演劇・メディア
（n=252）

洋舞
（n=131）

演芸
（n=163）

演出・制作等
（n=197）

（％）

60.6 30.8 3.5

1.2

3.9

50.2 35.5 3.3

1.2

9.8

62.9 31.3
1.3

1.8

2.7

67.5 26.5
3.6

0.8

1.6

52.8 38.1
6.6

1.5

1.0

65.9 27.4
4.4

1.2

1.2

72.5 26.0

0.8

0.8

56.3 28.9
2.1

1.4

11.3

58.3 31.3
4.9

1.2

4.3

問Ｄ－１（ａ）　仕事に対する考え方 
自分の仕事にプライドを持っている

そう思う（＋２） まあそう思う（＋１） あまりそうは思わない（－１）

そうは思わない（－２） 無回答

TOTAL
（n=1603）

邦楽
（n=245）

伝統演劇
（n=224）

邦舞
（n=142）

洋楽
（n=249）

現代演劇・メディア
（n=252）

洋舞
（n=131）

演芸
（n=163）

演出・制作等
（n=197）

（％）

64.9 23.3 5.7

1.9

4.2

54.7 27.3 6.1

1.6

10.2

42.1 37.6 12.7

6.6

1.0

63.4 25.9 6.7

1.3

2.7

70.7 21.7 4.8

1.6

1.2

78.2 13.9 4.0

2.4

1.6

72.5 22.9

2.3

2.3

77.9 13.5

3.1

5.5

61.3 23.2 4.9 10.6

問Ｄ－１（ａ）　仕事に対する考え方 
今の仕事を出来る限り続けたい

そう思う（＋２） まあそう思う（＋１） あまりそうは思わない（－１）

そうは思わない（－２） 無回答

D-1（a）

仕事に対する考え方について（６）（ジャンル別）
「いまの仕事をできるかぎり続け

た い」 で は、「現 代 演 劇・ メ デ ィ

ア」「演芸」で「そう思う」の割合

が 78.2%、77.9% で高くなっていま

す。「まあそう思う」も合計すると、

「その他（演出・制作等）」以外は８

割を超えています。「その他（演出・

制作等）」は、実演家以外も含むジャ

ンルですが、「そうは思わない」「あ

まりそうは思わない」が他ジャンル

に比べて高く、それぞれ 12.7％、6.6％

です。
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分
析
結
果
詳
細「ライブ、舞台公演など‘なま’

の芸能の将来に明るい見通しを持っ

ている」は、「演芸」で「そう思う」

に「まあそう思う」を加えた割合が

過半数を占めて最も高くなっていま

すが、それ以外のジャンルでは「あ

まりそうは思わない」「そうは思わ

ない」の割合の方が高くなっていま

す。「あまりそうは思わない」「そう

は思わない」の合計が高いのは「伝

統演劇」66.9％、「邦舞」64.1% で、

将来に危機感を多く感じているよう

です。

D-1（a）

仕事に対する考え方について（７）（ジャンル別）

TOTAL
（n=1603）

邦楽
（n=245）

伝統演劇
（n=224）

邦舞
（n=142）

洋楽
（n=249）

現代演劇・メディア
（n=252）

洋舞
（n=131）

演芸
（n=163）

演出・制作等
（n=197）

（％）

11.4 24.6 38.5 20.1 5.4

9.0 21.2 38.8 21.2 9.8

8.5 19.6 46.4 20.5 4.9

8.5 14.8 30.3 33.8 12.7

10.8 24.9 43.8 18.9 1.6

13.1 25.0 37.7 21.0 3.2

14.5 31.3 37.4 12.2 4.6

16.6 38.0 20.9 19.0 5.5

12.2 25.4 44.7 14.7 3.0

問Ｄ－１（ａ）　仕事に対する考え方 
‘なま’の芸能の将来に明るい見通しを持っている

そう思う（＋２） まあそう思う（＋１） あまりそうは思わない（－１）

そうは思わない（－２） 無回答
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分
析
結
果
詳
細 働く目的は「自分の能力や才能を

発揮するために働く」が 37.4% で最

も高く、「生きがいを見つけるため

に働く」が 24.9%、「お金を得るた

めに働く」が 20.3% でそれに続いて

います。

ジャンル別では、ほとんどのジャ

ンルで「自分の能力や才能を発揮す

るために働く」が最も多く、「洋舞」

では 49.6% を占めています。「邦楽」

のみ、「生きがいを見つけるために

働く」の方が 35.9% と最も多くなっ

ています。

「お金を得るために働く」は「演芸」

が 34.4％と最も高く、次いで「洋楽」

が 27.3% です。「社会の一員として、

務めを果たすために働く」の回答は

「演出・制作等」で最も高く 20.3％

であるのに対し、「演芸」で 3.1％と

最も低くなっています。

D-1（b）

働く目的

TOTAL
（n=1603）

邦楽
（n=245）

伝統演劇
（n=224）

邦舞
（n=142）

洋楽
（n=249）

現代演劇・メディア
（n=252）

洋舞
（n=131）

演芸
（n=163）

演出・制作等
（n=197）

（％）

20.3 12.5 37.4 24.9
2.4
2.5

9.4 15.1 32.7 35.9
2.4
4.2

18.8 18.8 32.6 24.6
3.6
1.8

16.2 7.0 38.7 30.3
1.4
6.3

27.3 10.8 42.2 14.9
3.2
1.6

17.9 11.5 41.7 25.8
2.4
0.8

12.2 8.4 49.6 26.0
1.5
2.3

34.4 3.1 35.0 23.3
1.8
2.5

26.4 20.3 29.9 19.8
2.0
1.5

問Ｄ－１（ｂ）働く目的

お金を得るために働く 社会の一員として、
務めを果たすために働く

自分の能力や才能を
発揮するために働く

生きがいを見つける
ために働く わからない 無回答
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分
析
結
果
詳
細

現在、芸能実演家が抱えている仕

事上の問題点として、「自分で仕事

を開拓していくだけの余力がない」

が 31.2% で最も高く、「仕事が単発

で継続して仕事がない」が 27.0%、

「報酬その他についての交渉力が弱

い」が 25.6% でそれに続いています。

ジャンル別にみると、「自分で仕

事を開拓していくだけの余力がな

い」は「演芸」が 40.5% で他のジャ

ンルに比べて高いです。「仕事が単

発で継続して仕事がない」は「現代

演劇・メディア」と「演芸」がそれ

ぞれ 44.8%、43.6% で高く、「洋舞」

（9.9%）、「邦舞」（14.1%）で低くなっ

ています。「報酬その他についての

交渉力が弱い」でも「演芸」で高く、

39.9% です。

C-1

仕事上の問題点（MA）

（４） より良い活動を続けていくために

演出・
制作等

40

30

20

10

0

（％）
問Ｃ－１　仕事上の問題点（ＭＡ）

仕
事
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
よ
く
あ
る

仕
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

調
整
が
む
ず
か
し
い

自
分
で
仕
事
を
開
拓
し
て
い
く

だ
け
の
余
力
が
な
い

そ
の
時
そ
の
時
で
、
違
っ
た
人
と

仕
事
を
す
る
の
で
や
り
に
く
い

仕
事
が
単
発
で

継
続
し
て
仕
事
が
な
い

報
酬
そ
の
他
に
つ
い
て
の

交
渉
力
が
弱
い

報
酬
が
支
払
わ
れ
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
る

報
酬
の
未
払
い
が
あ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
も
、

泣
き
寝
入
り
す
る
こ
と
が
多
い

問
題
が
起
き
た
時
の
相
談
先
が
な
い

時
間
的
な
余
裕
が
な
い
中
で
の

仕
事
を
強
い
ら
れ
る

仕
事
上
で
要
求
さ
れ
る
こ
と
が

多
岐
に
わ
た
り
対
応
に
苦
労
す
る

4.9

24.8

31.2

3.1

27.0 25.6

11.3

5.25.7
9.0

12.4
9.7

同
じ
仕
事
で
も
報
酬
の
額
が

下
が
っ
て
き
て
い
る

そ
の
他

問
題
が
あ
る
と
は
感
じ
て
い
な
い

20.8

4.9

18.6

12.4

5.7

14.3

7.0

16.5

8.3

12.2

3.1

30.5

9.7

4.1

5.4

3.5

10.0

7.1

8.4

4.9

33.5

9.0

7.3

8.9

7.0

8.8

10.3

9.9

13.5

6.6

5.7

2.9

4.9

2.1

7.2

6.0

6.9

10.4

6.1

5.2

2.0

2.7

2.8

6.0

11.1

3.1

7.4

4.6

18.6

23.3

24.6

24.6

17.7

9.5

22.1

15.3

14.7

無
回
答

7.2

7.2

14.3

4.9

19.0

3.2

4.4

6.1

3.7

4.6

4.9

2.0

2.7

4.2

2.0

7.1

7.6

5.5

9.6

20.8

10.6

16.1

8.5

25.7

35.3

17.6

28.8

18.3

11.3

6.5

9.8

4.2

9.6

25.8

11.5

12.3

6.6

25.6

22.4

29.9

21.1

28.9

25.0

19.1

39.9

16.8

27.0

25.7

28.1

14.1

25.3

44.8

9.9

43.6

13.7

3.1

3.7

2.7

2.8

4.4

4.4

1.5

2.5

1.5

31.2

30.2

37.1

28.9

31.7

33.7

23.7

40.5

20.8

24.8

15.5

20.1

16.2

36.9

30.2

31.3

15.3

28.9

4.9

3.7

0.9

0.0

7.2

6.7

2.3

17.2

1.0

1603

245

224

142

249

252

131

163

197

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

洋舞

演芸

n=

現代演劇・
メディア

（％）

40

30

20

10

0

（％）
問Ｃ－１　仕事上の問題点（ＭＡ）

仕
事
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
よ
く
あ
る

仕
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

調
整
が
む
ず
か
し
い

自
分
で
仕
事
を
開
拓
し
て
い
く

だ
け
の
余
力
が
な
い

そ
の
時
そ
の
時
で
、
違
っ
た
人
と

仕
事
を
す
る
の
で
や
り
に
く
い

仕
事
が
単
発
で

継
続
し
て
仕
事
が
な
い

報
酬
そ
の
他
に
つ
い
て
の

交
渉
力
が
弱
い

報
酬
が
支
払
わ
れ
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
る

報
酬
の
未
払
い
が
あ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
も
、

泣
き
寝
入
り
す
る
こ
と
が
多
い

問
題
が
起
き
た
時
の
相
談
先
が
な
い

時
間
的
な
余
裕
が
な
い
中
で
の

仕
事
を
強
い
ら
れ
る

仕
事
上
で
要
求
さ
れ
る
こ
と
が

多
岐
に
わ
た
り
対
応
に
苦
労
す
る

同
じ
仕
事
で
も
報
酬
の
額
が

下
が
っ
て
き
て
い
る

そ
の
他

問
題
が
あ
る
と
は
感
じ
て
い
な
い

13.1

12.4

8.2

9.7

8.3

9.0

6.6

5.7

5.3

5.2

0.0

18.6

無
回
答

15.7

7.2

7.4

4.9

23.7

20.8

12.1

11.3

25.6

25.6

30.5

27.0

2.6

3.1

34.1

31.2

29.9

24.8

8.4

4.9

1353

1603

第８回

第９回

【参考】第８回 調査結果との比較

（％）
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分
析
結
果
詳
細 小ジャンル別に仕事上の問題点

をみると、「仕事が単発で継続して

仕事がない」は「小劇場系演劇」

（54.8%）、「外画・アニメ吹き替え、

ナ レ ー シ ョ ン 」（54.1%）、「 落 語 」

（48.7%）などで他の小ジャンルに比

べて高くなっています。「報酬その

他についての交渉力が弱い」では、

「歌舞伎」（54.8%）、「落語」（48.7%）、

「小劇場系演劇」（41.9%）で高くなっ

ています。

C-1

仕事上の問題点（小ジャンル別）（MA）

40

30

20

10

0

（％）
問Ｃ－１　仕事上の問題点（ＭＡ）

仕
事
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
よ
く
あ
る

仕
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

調
整
が
む
ず
か
し
い

自
分
で
仕
事
を
開
拓
し
て
い
く

だ
け
の
余
力
が
な
い

そ
の
時
そ
の
時
で
、
違
っ
た
人
と

仕
事
を
す
る
の
で
や
り
に
く
い

仕
事
が
単
発
で

継
続
し
て
仕
事
が
な
い

報
酬
そ
の
他
に
つ
い
て
の

交
渉
力
が
弱
い

報
酬
が
支
払
わ
れ
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
る

報
酬
の
未
払
い
が
あ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
も
、

泣
き
寝
入
り
す
る
こ
と
が
多
い

問
題
が
起
き
た
時
の
相
談
先
が
な
い

時
間
的
な
余
裕
が
な
い
中
で
の

仕
事
を
強
い
ら
れ
る

仕
事
上
で
要
求
さ
れ
る
こ
と
が

多
岐
に
わ
た
り
対
応
に
苦
労
す
る

4.9

24.8

31.2

3.1

27.0 25.6

11.3

5.25.7
9.0

12.4
9.7

同
じ
仕
事
で
も
報
酬
の
額
が

下
が
っ
て
き
て
い
る

そ
の
他

問
題
が
あ
る
と
は
感
じ
て
い
な
い

20.8

4.9

18.6

12.4

8.7

41.9

13.3

16.1

3.2

5.3

26.6

6.1

7.3

14.1

5.6

2.6

8.9

5.4

12.5

9.7

3.5

6.5

14.2

9.7

3.2

5.3

22.0

6.1

4.5

9.8

0.0

1.3

2.2

8.1

12.0

9.0

7.6

12.9

3.5

9.7

12.9

7.4

7.5

6.1

8.2

8.7

8.3

11.5

17.8

13.5

9.9

5.7

4.7

6.5

7.1

6.5

3.2

4.3

4.0

0.0

1.8

5.4

2.8

6.4

13.3

8.1

7.2

5.2

3.5

0.0

10.6

16.1

0.0

2.1

2.9

3.0

1.8

3.3

8.3

7.7

8.9

8.1

5.9

18.6

27.9

16.1

12.4

3.2

25.8

17.0

23.7

30.3

21.8

21.7

27.8

19.2

13.3

2.7

15.0

無
回
答

7.2

7.2

4.7

3.2

7.1

3.2

12.9

13.8

3.5

3.0

21.8

7.6

5.6

1.3

4.4

8.1

6.5

4.9

2.3

3.2

6.2

16.1

0.0

3.2

5.2

0.0

4.5

8.7

2.8

2.6

2.2

5.4

5.7

20.8

17.4

9.7

24.8

25.8

9.7

14.9

15.6

24.2

10.0

15.2

13.9

20.5

37.8

29.7

26.2

11.3

11.0

0.0

18.6

29.0

6.5

9.6

6.4

12.1

0.9

15.2

19.4

7.7

40.0

18.9

10.1

25.6

22.1

54.8

14.2

41.9

16.1

27.7

17.9

30.3

17.3

18.5

33.3

48.7

28.9

27.0

27.5

27.0

32.6

0.0

38.1

54.8

22.6

33.0

11.0

18.2

10.0

7.6

33.3

48.7

44.4

54.1

27.7

3.1

2.3

0.0

2.7

0.0

6.5

6.4

4.0

3.0

1.8

1.1

5.6

2.6

8.9

5.4

2.7

31.2

38.4

35.5

34.5

32.3

38.7

36.2

19.7

21.2

30.0

20.7

27.8

38.5

31.1

24.3

32.6

24.8

15.1

35.5

23.0

38.7

9.7

12.8

35.8

24.2

16.4

31.5

16.7

14.1

35.6

32.4

27.5

4.9

1.2

0.0

2.7

0.0

6.5

6.4

2.9

3.0

0.0

1.1

0.0

11.5

11.1

13.5

7.6

1603

172

31

113

31

31

94

173

33

110

92

36

78

45

37

527

TOTAL

能楽

歌舞伎

現代演劇・新劇

小劇場系演劇

古曲

三曲

オーケストラ

ソロ（演奏）

日本舞踊

バレエ

その他の舞踊

落語

その他・無回答

放送（テレビ、ラジオ）・
スタジオ録音・スタジオ録画

外画・アニメ吹き替え、
ナレーション

n=

（％）
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分
析
結
果
詳
細技術・技能を向上させるための必

要条件として特に必要と思う選択肢

３つまで選ぶ設問では、「稽古・練

習のための場所が確保・提供される

こと」が最も高く 35.7%、次いで「芸

能や映画などの作品を発表、公開で

きる場が確保・充実されること」が

34.6%、「技術・技能向上のための研

修奨励金や受講料補助などがあるこ

と」が 34.2% で続いています。

ジャンル別にみると、「稽古・練

習のための場所が確保・提供される

こと」は「邦楽」（52.7%）「伝統演劇」

（42.0％）で高く、「演芸」（25.2%）、「現

代演劇・メディア」（26.2%）で低く

なっています。

「芸能や映画などの作品を発表、

公開できる場が確保・充実される

こと」は、各ジャンルとも高い割

合で回答していますが、「洋舞」が

47.3％と、突出しており、とりわけ

公演機会の確保・充実に困難を感じ

ていることが伺われます。「洋舞」

では、「技術・技能向上のための研

修奨励金や受講料補助などがあるこ

と」も 45.0％と、他ジャンルより高

い割合になっています。

D-2

技術・技能を向上させるための必要条件（3ＬＡ）

50

40

30

20

10

0

（％） 問Ｄ－２　技術・技能を向上させるための必要条件（３ＬＡ）

プ
ロ
の
た
め
の
研
修
が

充
実
す
る
こ
と

様
々
な
分
野
の
舞
台
、
映
像
制
作
に

従
事
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と

芸
能
や
映
画
等
を
安
い
費
用
で

鑑
賞
で
き
る
機
会
の
提
供

芸
能
や
映
画
等
の
作
品
を
発
表
、

公
開
で
き
る
場
の
確
保
・
充
実

稽
古
、
練
習
の
た
め
の
場
所
が

確
保
・
提
供
さ
れ
る
こ
と

研
修
、
レ
ッ
ス
ン
、
稽
古
等

「
学
び
」
に
関
す
る
情
報
提
供

技
術
・
技
能
向
上
の
た
め
の

研
修
奨
励
金
等
が
あ
る
こ
と

分
野
を
超
え
た
芸
能
実
演
家
等
と
の

交
流
機
会
の
充
実

そ
の
他

無
回
答

30.431.9

23.4

34.635.7

17.7

34.2

22.4

3.4
5.5

5.5

9.4

5.4

10.6

3.6

2.8

1.5

8.0

3.6

3.4

3.3

5.4

4.2

2.8

1.6

3.1

3.1

4.6

22.4

11.4

19.2

21.1

23.7

27.0

14.5

28.8

33.0

34.2

37.1

28.6

36.6

39.8

29.4

45.0

23.3

36.0

17.7

27.3

17.4

18.3

16.9

15.5

21.4

10.4

13.2

35.7

52.7

42.0

39.4

34.5

26.2

33.6

25.2

28.9

34.6

29.4

32.1

35.2

39.8

31.0

47.3

39.3

28.9

23.4

19.2

22.3

21.8

16.9

31.7

24.4

21.5

29.4

31.9

17.6

21.4

21.8

30.9

62.3

21.4

43.6

28.9

30.4

27.8

36.6

24.6

36.1

27.0

38.2

17.2

34.0

1603

245

224

142

249

252

131

163

197

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

洋舞

演芸

n=

現代演劇・
メディア

演出・
制作等

（％）
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分
析
結
果
詳
細 安心して活動していくための必要

条件を３つまで選ぶ設問では、「発

表や公演、出演の機会が多くあるこ

と」が 49.8% で最も高く、以下、「報

酬額や就業時間など仕事の条件が良

くなること」（38.7%）、「芸能や映画、

放送など文化芸術全般に対して国や

自治体等による公的な支援が充実す

ること」（31.2%）となっています。

ジャンル別では、「発表や公演、

出演の機会が多くあること」は「演

芸」（81.6%）、「現代演劇」（57.1%）

で高く、「邦舞」（37.3%）、「洋舞」

（39.7%）で低くなっています。

D-3

安心して活動していくための必要条件（3ＬＡ）

1603

245

224

142

249

252

131

163

197

TOTAL

邦楽

伝統演劇

邦舞

洋楽

洋舞

演芸

60

50

40

30

20

10

0

（％）
問Ｄ－３　安心して活動できるための必要条件（３ＬＡ）

発
表
や
公
演
、

出
演
の
機
会
が
多
く
あ
る
こ
と

仕
事
に
関
す
る
情
報
提
供
等
、

就
業
に
関
す
る
支
援
が
あ
る
こ
と

報
酬
額
や
就
業
時
間
な
ど

仕
事
の
条
件
が
良
く
な
る
こ
と

効
果
的
な
研
修
の
提
供
等
、

技
術
・
技
能
向
上
に
関
す
る
支
援

使
い
や
す
い
練
習
場
、
撮
影
所

な
ど
が
十
分
確
保
さ
れ
る
こ
と

失
業
し
た
時
の
補
償
が

充
実
す
る
こ
と

仕
事
で
け
が
や
病
気
を
し
た
時
の

補
償
が
充
実
す
る
こ
と

老
後
の
生
活
の
た
め
に

年
金
制
度
が
充
実
す
る
こ
と

公
共
劇
場
等
が
地
域
の

文
化
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

学
校
に
お
い
て
芸
能
等
の
教
育

機
会
が
十
分
組
み
込
ま
れ
る
こ
と

文
化
芸
術
全
般
に
対
す
る
社
会
の

理
解
や
信
用
が
深
ま
る
こ
と

文
化
芸
術
全
般
に
対
す
る
国
や

自
治
体
に
よ
る
公
的
支
援
の
充
実

49.8

11.0

38.7

13.714.9
10.5

12.7

22.7

17.217.5
21.3

31.2

業
界
団
体
な
ど
に
よ
る

支
援
活
動
の
充
実
・
強
化

そ
の
他

無
回
答

10.9

2.3 3.2

21.3

13.9

21.0

23.2

24.1

25.0

26.0

14.7

23.4

31.2

29.0

30.8

33.1

34.5

32.1

35.1

14.7

38.6

17.5

22.4

29.9

35.2

8.0

11.9

8.4

8.6

16.8

17.2

24.1

7.1

19.7

16.9

9.5

23.7

11.0

28.9

22.7

18.0

23.7

25.4

30.9

18.7

19.8

22.7

22.3

3.2

5.7

3.1

7.7

0.8

2.4

2.3

3.7

1.5

2.3

1.6

2.7

3.5

1.6

1.6

1.5

1.8

4.6

10.9

10.6

15.2

11.3

8.4

13.1

6.1

9.8

10.7

12.7

6.9

17.0

8.5

9.2

14.3

30.5

14.7

7.1

10.5

3.7

12.9

4.9

14.5

11.1

15.3

11.7

10.2

14.9

25.3

13.8

17.6

14.9

13.5

7.6

5.5

15.7

13.7

21.2

10.3

14.8

10.8

14.3

23.7

5.5

10.2

38.7

18.0

34.4

21.1

49.4

46.0

33.6

44.2

57.9

n=

現代演劇・
メディア

演出・
制作等

11.0

9.4

6.7

12.7

12.0

15.9

3.1

14.1

12.2

49.8

49.8

52.2

37.3

54.2

57.1

39.7

81.6

21.3

（％）
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地
域
別
集
計
結
果

（５） 地域別集計結果

地域ごとの回答者のジャンル構成

をみると、沖縄県では「邦楽」と「邦

舞」がそれぞれ半数近くを占めてい

ます。「現代演劇・メディア」の回

答者は関東に多く分布しています。

「近畿地方」では「邦楽」、「伝統芸

能」、「演芸」に従事している割合が

「関東地方」より高くなっています

（回答数では、「演芸」は「関東地方」

94 人、「近畿地方」50 人）。

■ 回答者の属性―ジャンルと所属団体

TOTAL
（n=1603）

関東地方
（n=865）

近畿地方
（n=311）

沖縄県
（n=77）

その他
（n=350）

（％）

26.0

1.1

8.7 13.0 33.4
5.7

0.1 1.1
6.6

4.2

21.5

1.3

5.8 11.6 42.1
5.1
1.0
5.5

6.1

1.3 19.5 68.8 9.1 1.3

28.0

1.6

12.9 13.1 27.5
4.5

0.2 0.8
7.6

3.7

30.3

2.9

12.6 32.6 8.6 2.0
6.6

4.6

問Ｂ－１（ｂ）もっとも関係が深い所属している集団・流派・組織

劇団、舞踊団・バレエ団、
オペラ団等の創造公演集団

映画会社、興行会社、
企画制作会社

俳優、音楽、芸能などの
マネジメント事務所

協会・組合など 芸を継承する
流派・一門・社中

ライブハウス、クラブ、
キャバレーに雇われている

教室、研修所などの
教育機関 その他 フリー

無回答

所属している団体については、

ジャンルの特性もあり、「芸を継承

する流派・一門・社中」が「近畿地方」

で は 42.1%、「 沖 縄 県 」 で は 68.8%

と大半を占めています。「劇団、舞

踊団等の創造公演集団」は関東地方

や「その他の地方」で割合が高くなっ

ています。

B-1（b）

もっとも関係が深い所属している集団・流派・組織

TOTAL
（n=1603）

関東地方
（n=865）

近畿地方
（n=311）

沖縄県
（n=77）

その他
（n=350）

（％）

15.3 14.0 8.9 15.5 15.7 8.2 10.2 12.3

10.3 19.4 10.3 18.6 7.4 10.9 5.4 17.7

12.1 9.9 7.6 15.1 23.8 9.8 10.9 10.6

21.5 20.9 16.7 6.4

2.32.3

16.1 13.8

48.1 6.5 42.9

1.3

1.3

ジャンル

邦楽 伝統演劇 邦舞 洋楽

現代演劇 洋舞 演芸 その他

第９回では、居住都道府県の回答を求めており、その結果を 4 つの地域区分にわけて分析してみました。「関東地方」

（n=865）、「近畿地方」（n=311）、「沖縄県」（n=77）、「その他の地方」（n=350）と「関東地方」が約半数を占め、「近

畿地方」と「その他の地方」が同程度となっています。地域ごとに特色のある回答が出た項目を中心に示します。
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昨年 1 年間に行った行動では、「映

画・放送・メディアへの出演・演奏」

が「関東地方」で他地域よりも高い

です。「その他の地方」では、「振付・

演出・指揮、作曲、編曲、作詞、台

本執筆」などと「企画プロデュース・

制作」、「教える仕事」の割合が他地

域よりも高いです。

B-2（a）

昨年１年間に行った行動（ＭＡ）

■ 仕事の状況―昨年１年間の活動

「教える（指導・教授）仕事」の

状況については、「関東地方」と「近

畿地方」では傾向は同程度ですが、

「沖縄県」では雇われるよりも自ら

教室を主催している割合が他地域よ

りも高く、不定期の仕事としての依

頼は少なくなっています。

B-5（a）

教える（指導・教授）仕事の状況（ＭＡ）
【ベース：指導者・教授】

100

80

70

60

50

40

30

20

10

0
舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
、

寄
席
、
シ
ョ
ー
等
へ
の
出
演

舞
台
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ラ
イ
ブ
、

寄
席
、
シ
ョ
ー
等
出
演
の
稽
古

映
画
・
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
・
演
奏

映
画
・
放
送
・
メ
デ
ィ
ア
へ
の

出
演
、
演
奏
の
た
め
の
稽
古

振
付
・
演
出
・
指
揮
、
作
曲
、
編
曲
、

作
詞
、
台
本
執
筆
な
ど

企
画
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
・
制
作

教
え
る
仕
事
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

体
験
指
導
も
含
む
）

芸
能
に
関
連
す
る
そ
の
他
の
活
動

技
能
を
維
持
す
る
た
め
の
研
鑽
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

芸
能
活
動
以
外
の
仕
事

無
回
答

76.9

68.2

28.8

16.6

25.2

17.3

63.1

22.0

46.0

23.5

5.6

5.6 

5.1 

6.8 

3.9 

6.0 

23.5 

23.6 

20.9 

31.2 

23.7 

46.0 

46.5 

49.8 

37.7 

43.1 

22.0 

21.4 

22.5 

27.3 

21.7 

63.1 

60.6 

64.3 

51.9 

70.9 

17.3 

17.9 

14.5 

6.5 

20.9 

25.2 

27.2 

19.0 

14.3 

28.3 

16.6 

20.7 

14.1 

9.1 

10.3 

28.8 

36.0 

25.7 

9.1 

18.3 

68.2 

67.7 

67.8 

76.6 

68.0 

76.9 

75.5 

81.4 

83.1 

74.9 

1,603 

865 

311 

77 

350 

TOTAL

関東地方

近畿地方

沖縄県

その他

n=

問Ｂ－２（ａ）昨年１年間に行った行動（ＭＡ）

（％）

80

70

60

50

40

30

20

10

0

（％）

学
校
や
教
室
、
養
成
機
関
に
勤
め
て

（
雇
わ
れ
て
）
教
え
て
い
る

自
分
で
教
室
を
主
宰
し
た
り
、

弟
子
を
と
っ
て
教
え
て
い
る

不
定
期
の
仕
事
と
し
て
、
と
き
ど
き

体
験
指
導
な
ど
依
頼
さ
れ
る

無
回
答

51.7

67.0

36.9

4.3

4.3 

3.8 

4.6 

4.3 

5.1 

36.9 

40.0 

37.9 

15.2 

33.9 

67.0 

64.6 

64.4 

80.4 

71.2 

51.7 

51.5 

55.2 

34.8 

53.0 

936 

480 

174 

46 

236 

TOTAL

関東地方

近畿地方

沖縄県

その他

n=

問Ｂ－５（ａ）教える（指導・教授）
仕事の状況（ＭＡ）

【ベース：指導者・教授】
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関東と近畿を比べると、「近畿地

方」で 100 万円未満の割合が高く

200 ～ 300 万円未満の割合が低く

なっています。一方「沖縄県」では、

100 万円未満が 41.6% を占めていま

す。

B-7（a）

昨年１年間の個人収入

■ 収入について

30

20

10

0

（％）
問Ｂ－７（ａ）昨年１年間の個人収入（地域別集計）

１
０
０
万
円
未
満

１
０
０
〜
２
０
０
万
円
未
満

２
０
０
〜
３
０
０
万
円
未
満

３
０
０
〜
４
０
０
万
円
未
満

４
０
０
〜
５
０
０
万
円
未
満

５
０
０
〜
６
０
０
万
円
未
満

６
０
０
〜
７
０
０
万
円
未
満

７
０
０
〜
８
０
０
万
円
未
満

８
０
０
〜
９
０
０
万
円
未
満

９
０
０
〜
１
０
０
０
万
円
未
満

13.4 15.7 17.7
12.0

7.6 6.8 4.9 3.6 2.5 2.2

１
０
０
０
〜
１
１
０
０
万
円
未
満

１
１
０
０
〜
１
２
０
０
万
円
未
満

１
２
０
０
〜
１
３
０
０
万
円
未
満

１
３
０
０
〜
１
４
０
０
万
円
未
満

１
４
０
０
〜
１
５
０
０
万
円
未
満

１
５
０
０
〜
１
６
０
０
万
円
未
満

１
６
０
０
〜
１
７
０
０
万
円
未
満

１
７
０
０
〜
１
８
０
０
万
円
未
満

１
８
０
０
〜
１
９
０
０
万
円
未
満

１
９
０
０
〜
２
０
０
０
万
円
未
満

2.2 1.2 0.9 0.2 0.7 0.5 0.1 0.2 0.2 0.4

２
０
０
０
〜
２
５
０
０
万
円
未
満

２
５
０
０
〜
３
０
０
０
万
円
未
満

３
０
０
０
万
円
以
上

無
回
答

0.4 0.3 0.6
5.8

2.2 

2.8 

2.6 

0.0 

0.9 

2.5 

2.7 

2.6 

1.3 

2.3 

3.6 

3.4 

3.5 

1.3 

4.6 

4.9 

5.0 

2.9 

0.0 

7.7 

6.8 

5.4 

7.7 

6.5 

9.4 

7.6 

8.2 

9.0 

3.9 

5.7 

12.0 

12.3 

11.6 

5.2 

13.1 

17.7 

19.5 

15.1 

22.1 

14.3 

15.7 

16.6 

15.4 

10.4 

14.6 

13.4 

11.1 

14.5 

41.6 

12.0 

0.4 

0.5 

0.3 

0.0 

0.3 

0.2 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.2 

0.2 

0.3 

0.0 

0.0 

0.1 

0.1 

0.0 

0.0 

0.3 

0.5 

0.5 

0.6 

0.0 

0.6 

5.8 

3.8 

8.7 

6.5 

8.0 

0.6 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.3 

0.3 

0.6 

0.0 

0.0 

0.4 

0.5 

0.0 

0.0 

0.6 

0.7 

0.7 

0.3 

0.0 

1.1 

0.2 

0.3 

0.0 

0.0 

0.3 

0.9 

0.8 

1.3 

0.0 

0.9 

1.2 

1.5 

1.0 

0.0 

1.1 

2.2 

2.4 

1.9 

1.3 

2.3 

1,603 

865 

311 

77 

350 

TOTAL

関東地方

近畿地方

沖縄県

その他

n=

（％）
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個人負担となっている仕事上の必要経費について、「関東地方」と「近畿地方」を比べてみると、交通費、通信費、

ケガ、病気予防などで「関東地方」の方が 10 ポイント前後高くなっています。

また、「沖縄県」ではノルマチケットの売れ残り自己負担が、全体の倍の割合で高くなっているのが目立ちます。

C-2

個人負担となっている仕事上の必要経費（ＭＡ）

70

60

50

40

30

20

10

0

（％）

衣
裳
な
ど
の
購
入
、

洗
濯
費
、
借
用
料

整
髪
料
、
化
粧
品
な
ど

機
材
、
楽
器
・
道
具
の
購
入
費
、

修
理
費
、
付
随
す
る
消
耗
品
代

楽
譜
代
・
資
料
代

チ
ラ
シ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
印
刷
費

共
演
者
に
対
す
る
出
演
料
、
謝
礼

ノ
ル
マ
の
チ
ケ
ッ
ト
売
れ
残
り
の

自
己
負
担

会
場
の
使
用
料

技
能
習
得
な
ど
に
支
払
う
授
業
料

資
格
認
定
に
と
も
な
う
費
用

57.2

45.4

37.4
31.8

19.4 20.6
25.9

19.8

29.8

11.3

交
通
費

宿
泊
費

通
信
費

接
待
費
・
交
際
費

身
体
ケ
ア
、
ケ
ガ
・
病
気
予
防
に

と
も
な
う
支
出

そ
の
他

個
人
負
担
は
特
に
な
い

無
回
答

56.6

18.3

44.4 44.2
40.3

1.7
7.2

3.4

11.3 

8.6 

14.5 

29.9 

11.1 

29.8 

29.4 

33.4 

24.7 

28.6 

19.8 

19.2 

22.2 

16.9 

19.7 

25.9 

23.0 

27.3 

54.5 

25.4 

20.6 

21.5 

22.2 

16.9 

17.7 

19.4 

20.0 

21.9 

10.4 

17.7 

31.8 

29.4 

41.2 

27.3 

30.3 

37.4 

36.1 

40.8 

46.8 

35.4 

45.4 

51.2 

46.3 

40.3 

31.1 

57.2 

57.3 

60.8 

75.3 

49.7 

3.4 

2.1 

6.1 

1.3 

4.6 

7.2 

6.6 

6.1 

5.2 

10.0 

1.7 

2.1 

1.3 

1.3 

1.4 

40.3 

46.9 

34.1 

18.2 

34.3 

44.2 

48.0 

44.7 

33.8 

36.9 

44.4 

49.9 

41.8 

27.3 

36.6 

18.3 

14.8 

19.9 

19.5 

25.1 

56.6 

62.3 

49.8 

71.4 

45.4 

1,603 

865 

311 

77 

350 

TOTAL

関東地方

近畿地方

沖縄県

その他

回答数

（％）

問Ｃ－2　個人負担となっている仕事上の必要経費（ＭＡ）
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仕事上の問題点では、「仕事を開拓していくだけの余力がない」と感じているのは「関東地方」では 3 人に 1 人の

割合ですが、「沖縄県」では 5 人に 1 人となっています。逆に、「問題があるとは感じていない」の割合が「沖縄県」

で高くなっています。

C-1

仕事上の問題点（ＭＡ）

■ よりよい仕事を続けるために

40

30

20

10

0

（％）

仕
事
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
よ
く
あ
る

仕
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
が

む
ず
か
し
い

自
分
で
仕
事
を
開
拓
し
て
い
く

だ
け
の
余
力
が
な
い

そ
の
時
そ
の
時
で
、
違
っ
た
人
と

仕
事
を
す
る
の
で
や
り
に
く
い

仕
事
が
単
発
で
継
続
し
て

仕
事
が
な
い

報
酬
そ
の
他
に
つ
い
て
の

交
渉
力
が
弱
い

報
酬
が
支
払
わ
れ
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
る

報
酬
の
未
払
い
が
あ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
も
、

泣
き
寝
入
り
す
る
こ
と
が
多
い

問
題
が
起
き
た
時
の
相
談
先
が
な
い

時
間
的
な
余
裕
が
な
い
中
で
の

仕
事
を
強
い
ら
れ
る

仕
事
上
で
要
求
さ
れ
る
こ
と
が

多
岐
に
わ
た
り
対
応
に
苦
労
す
る

4.9

24.8

31.2

3.1

27.0 25.6

11.3

5.2 5.7
9.0

12.4
9.7

同
じ
仕
事
で
も
報
酬
の
額
が

下
が
っ
て
き
て
い
る

そ
の
他

問
題
が
あ
る
と
は
感
じ
て
い
な
い

無
回
答

20.8

4.9

18.6

7.2

12.4 

12.3 

14.1 

6.5 

12.6 

9.7 

9.1 

11.6 

2.6 

10.9 

9.0 

9.8 

9.0 

6.5 

7.4 

5.7 

6.5 

6.8 

2.6 

3.7 

18.6 

16.0 

17.7 

29.9 

23.4 

7.2 

6.6 

8.0 

9.1 

7.4 

4.9 

5.0 

4.2 

1.3 

6.0 

20.8 

22.8 

22.8 

10.4 

16.3 

5.2 

7.3 

1.6 

5.2 

3.1 

11.3 

13.4 

8.7 

16.9 

7.1 

25.6 

26.9 

27.7 

26.0 

20.3 

27.0 

30.2 

27.0 

28.6 

18.9 

3.1 

2.7 

4.8 

6.5 

2.0 

31.2 

33.6 

28.9 

20.8 

29.4 

24.8 

26.5 

27.0 

19.5 

19.7 

4.9 

5.9 

5.8 

0.0 

2.9 

1,603 

865 

311 

77 

350 

TOTAL

関東地方

近畿地方

沖縄県

その他

回答数

（％）

問Ｃ－１　仕事上の問題点（ＭＡ）
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C-3

昨年１年間に仕事上で医師の治療が必要となった経験
（ａ）仕事上の傷害（ケガ）

■ 仕事上のケガや病気
仕事上の傷害は、「関東地方」で割合が若干高くなっています。「沖縄県」では仕事上のケガ、仕事が原因と考えら

れる病気・症状ともに無回答の割合が高いです。

TOTAL
（n=1603）

関東地方
（n=865）

近畿地方
（n=311）

沖縄県
（n=77）

その他
（n=350）

（％）

18.872.19.0

18.070.611.3

18.674.37.1

19.474.06.6

26.071.42.6

問Ｃ－３　昨年１年間に仕事上で医師の治療が必要となった経験（ａ）
仕事上の傷害（ケガ）

【表側】＊地域別

経験した 経験しなかった 無回答

TOTAL
（n=1603）

関東地方
（n=865）

近畿地方
（n=311）

沖縄県
（n=77）

その他
（n=350）

（％）

21.561.517.0

21.060.318.6

23.860.515.8

17.765.416.9

35.161.03.9

問Ｃ－３　昨年１年間に仕事上で医師の治療が必要となった経験（b）
仕事が原因と考えられる病気・症状など

【表側】＊地域別

経験した 経験しなかった 無回答

C-3

昨年１年間に仕事上で医師の治療が必要となった経験
（ｂ）仕事が原因と考えられる病気・症状など
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地
域
別
集
計
結
果

技 術・ 技 能 を 向 上 さ せ る

ための必要条件では、「沖縄

県」 で稽古、 練習の ための

場所の確保が 61.0%、研修奨

励金が 41.6% と高くなってい

ます。「関東地方」と「近畿

地 方 」 で は「 稽 古、 練 習 の

ため の場所 が確保・ 提供さ

れる こと」 について は「近

畿地方」が 37.3％、「関東地

方」が 34.3％、「芸能や映画

等の作品を発表、公開できる

場の確保・充実」が「近畿地

方」で 39.5％、「関東地方」で

35.3％と、「場所」、「場」につ

いては「近畿地方」で要望が

高いです。「様々な分野の舞

台、映像制作に従事する機会

があること」では、「関東地

方」が 37.6％、「近畿地方」が

29.6％と、「関東地方」の要望

が高くなっています。

D-2

技術・技能を向上させるための必要条件（３ＬＡ）

■ 仕事に対する考え方と目的
仕事に対する見方は、「関東地方」

「近畿地方」は、全国の集計結果の

傾向とほとんど変わりませんが、「沖

縄県」と「その他の地方」では若干

特徴が出ています。

「仕事の量は十分である」につい

ては、「その他の地方」は肯定的に

捉えている割合がやや高くなってい

ます。「沖縄県」では「そうは思わ

ない」の回答が少ないですが、無回

答が多くなっていて、やや否定的な

方に傾いています。

「入ってくる仕事は総じて自分の

やりたい‘本業’の仕事か」「自分

の仕事は世の中から評価されてい

る」「自分が持つ能力を十分活用す

ることができている」「自分の仕事

にプライドを持っている」「今の仕

事を出来る限り続けたい」について

は、いずれも地域差はほとんど見ら

れませんでした。

働く目的については、「自分の能

力や才能を発揮するために働く」は

「関東地方」で高く、「近畿地方」、「沖

縄県」と 6 ポイント程度の差があり

ます。「沖縄県」では「生きがいを

見つけるために働く」が他地域より

10 ポイント以上高く、「社会の一員

として務めを果たすために働く」は

他地域の半分程度となっています。

n=

（％）

50

40

30

20

10

0

（％）
問Ｄ－２　技術・技能を向上させるための必要条件（３ＬＡ）

プ
ロ
の
た
め
の
研
修
が

充
実
す
る
こ
と

様
々
な
分
野
の
舞
台
、
映
像
制
作
に

従
事
す
る
機
会
が
あ
る
こ
と

芸
能
や
映
画
等
を
安
い
費
用
で

鑑
賞
で
き
る
機
会
の
提
供

芸
能
や
映
画
等
の
作
品
を
発
表
、

公
開
で
き
る
場
の
確
保
・
充
実

稽
古
、
練
習
の
た
め
の
場
所
が

確
保
・
提
供
さ
れ
る
こ
と

研
修
、
レ
ッ
ス
ン
、
稽
古
等

「
学
び
」
に
関
す
る
情
報
提
供

技
術
・
技
能
向
上
の
た
め
の

研
修
奨
励
金
等
が
あ
る
こ
と

分
野
を
超
え
た
芸
能
実
演
家
等
と
の

交
流
機
会
の
充
実

そ
の
他

無
回
答

30.4 31.9

23.4

34.6 35.7

17.7

34.2

22.4

3.4 5.5

5.5 

4.9 

5.8 

7.8 

6.3 

3.4 

2.7 

3.9 

6.5 

4.3 

22.4 

23.4 

21.5 

16.9 

22.0 

34.2 

33.4 

32.2 

41.6 

36.3 

17.7 

15.4 

18.3 

26.0 

21.1 

35.7 

34.3 

37.3 

61.0 

32.3 

34.6 

35.3 

39.5 

22.1 

31.1 

23.4 

26.4 

17.4 

26.0 

20.9 

31.9 

37.6 

29.6 

15.6 

23.7 

30.4 

27.9 

29.6 

27.3 

38.3 

1,603 

865 

311 

77 

350 

TOTAL

関東地方

近畿地方

沖縄県

その他
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地
域
別
集
計
結
果 TOTAL

（n=1603）

関東地方
（n=865）

近畿地方
（n=311）

沖縄県
（n=77）

その他
（n=350）

（％）

6.028.224.124.517.2

5.132.125.023.014.8

5.126.026.425.417.0

13.011.732.526.016.9

7.424.018.327.123.1

問Ｄ－１（ａ）　仕事に対する考え方 
仕事の量は十分である

【表側】＊地域別

そう思う（＋２） まあそう思う（＋１） あまりそうは思わない（－１）

そうは思わない（－２） 無回答

D-1（a）

仕事に対する考え方
仕事の量は十分である

TOTAL
（n=1603）

関東地方
（n=865）

近畿地方
（n=311）

沖縄県
（n=77）

その他
（n=350）

（％）

6.15.411.743.833.0

4.45.812.444.033.4

6.85.110.644.133.4

14.36.514.346.818.2

8.04.610.342.334.9

問Ｄ－１（ａ）　仕事に対する考え方 
入ってくる仕事は総じて自分のやりたい‘本業’の仕事

【表側】＊地域別

そう思う（＋２） まあそう思う（＋１） あまりそうは思わない（－１）

そうは思わない（－２） 無回答

D-1（a）

仕事に対する考え方
入ってくる仕事は総じて
自分のやりたい

‘本業’の仕事

TOTAL
（n=1603）

関東地方
（n=865）

近畿地方
（n=311）

沖縄県
（n=77）

その他
（n=350）

（％）

5.47.923.843.419.5

4.48.724.244.318.5

6.08.321.142.022.6

5.86.827.742.417.4

11.72.616.942.926.0

問Ｄ－１（ａ）　仕事に対する考え方 
自分の仕事は世の中から評価されている

【表側】＊地域別

そう思う（＋２） まあそう思う（＋１） あまりそうは思わない（－１）

そうは思わない（－２） 無回答

D-1（a）

仕事に対する考え方
自分の仕事は世の中から
評価されている
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地
域
別
集
計
結
果TOTAL

（n=1603）

関東地方
（n=865）

近畿地方
（n=311）

沖縄県
（n=77）

その他
（n=350）

（％）

5.27.924.544.218.3

4.48.925.743.517.6

5.58.024.445.316.7

6.36.620.944.022.3

9.1

1.3

27.348.114.3

問Ｄ－１（ａ）　仕事に対する考え方 
自分が持つ能力を十分活用することができている

【表側】＊地域別

そう思う（＋２） まあそう思う（＋１） あまりそうは思わない（－１）

そうは思わない（－２） 無回答

D-1（a）

仕事に対する考え方
自分が持つ能力を
十分活用することが
できている

TOTAL
（n=1603）

関東地方
（n=865）

近畿地方
（n=311）

沖縄県
（n=77）

その他
（n=350）

（％）

3.9
1.2
3.530.860.6

9.1
2.6

5.233.849.4

5.1
1.6

4.231.857.2

2.5
1.0

3.6

30.262.7

5.1
0.9

2.3

30.661.1

問Ｄ－１（ａ）　仕事に対する考え方 
自分の仕事にプライドを持っている

【表側】＊地域別

そう思う（＋２） まあそう思う（＋１） あまりそうは思わない（－１）

そうは思わない（－２） 無回答

D-1（a）

仕事に対する考え方
 自分の仕事に
プライドを持っている

TOTAL
（n=1603）

関東地方
（n=865）

近畿地方
（n=311）

沖縄県
（n=77）

その他
（n=350）

（％）

5.420.124.6 38.511.4

5.819.922.2 43.19.0

11.719.529.9 23.415.6

4.219.026.8 38.211.9

6.623.120.3 38.611.4

問Ｄ－１（ａ）　仕事に対する考え方 
‘なま’の芸能の将来に明るい見通しを持っている

【表側】＊地域別

そう思う（＋２） まあそう思う（＋１） あまりそうは思わない（－１）

そうは思わない（－２） 無回答

D-1（a）

仕事に対する考え方
今の仕事を
出来る限り続けたい
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地
域
別
集
計
結
果

安心して活動できるための必要条

件については、「関東地方」で文化

芸術にたいする社会の理解や公的支

援の充実、また、けがや病気の補償

や老後の年金制度の充実の割合が他

地域よりも高くなっています。「近

畿地方」と「その他の地方」では、

公共劇場等が文化拠点として機能す

ることの必要性をあげる人の割合が

高くなっています。「沖縄県」では、

研修への支援、練習場の確保、学校

での芸能の教育の機会が十分に組み

込まれることを要望する人の割合が

他地域よりも高く、地域ごとに異

なった傾向があります。

D-3

安心して活動できるための必要条件（３ＬＡ）

D-1（b）

働く目的

TOTAL
（n=1603）

関東地方
（n=865）

近畿地方
（n=311）

沖縄県
（n=77）

その他
（n=350）

（％）

2.5
2.4

12.5 37.4 24.920.3

1.6
2.4

12.1 39.3 24.619.9

3.2
3.2

13.2 33.4 26.720.3

3.96.5 33.8 39.016.9

3.7
2.3

14.3 36.9 20.922.0

問Ｄ－1（ｂ）働く目的
【表側】＊地域別

お金を得るために働く 社会の一員として、
務めを果たすために働く

自分の能力や才能を
発揮するために働く

生きがいを見つける
ために働く わからない 無回答
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発
表
や
公
演
、

出
演
の
機
会
が
多
く
あ
る
こ
と

仕
事
に
関
す
る
情
報
提
供
等
、

就
業
に
関
す
る
支
援
が
あ
る
こ
と

報
酬
額
や
就
業
時
間
な
ど

仕
事
の
条
件
が
良
く
な
る
こ
と

効
果
的
な
研
修
の
提
供
等
、

技
術
・
技
能
向
上
に
関
す
る
支
援

使
い
や
す
い
練
習
場
、
撮
影
所

な
ど
が
十
分
確
保
さ
れ
る
こ
と

失
業
し
た
時
の
補
償
が

充
実
す
る
こ
と

仕
事
で
け
が
や
病
気
を
し
た
時
の

補
償
が
充
実
す
る
こ
と

老
後
の
生
活
の
た
め
に

年
金
制
度
が
充
実
す
る
こ
と

公
共
劇
場
等
が
地
域
の

文
化
拠
点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

学
校
に
お
い
て
芸
能
等
の
教
育

機
会
が
十
分
組
み
込
ま
れ
る
こ
と

文
化
芸
術
全
般
に
対
す
る
社
会
の

理
解
や
信
用
が
深
ま
る
こ
と

文
化
芸
術
全
般
に
対
す
る
国
や

自
治
体
に
よ
る
公
的
支
援
の
充
実

49.8

11.0

38.7

13.7 14.9
10.5

12.7

22.7

17.2 17.5
21.3

31.2

業
界
団
体
な
ど
に
よ
る

支
援
活
動
の
充
実
・
強
化

そ
の
他

無
回
答

10.9

2.3 3.2

21.3 

24.9 

16.7 

6.5 

19.7 

31.2 

32.6 

25.4 

27.3 

33.7 

17.5 

15.7 

18.6 

24.7 

19.1 

17.2 

13.3 

22.8 

15.6 

22.0 

22.7 

25.0 

22.5 

18.2 

18.3 

3.2 

2.1 

3.9 

5.2 

5.1 

2.3 

1.7 

1.6 

1.3 

4.6 

10.9 

10.2 

11.3 

9.1 

12.9 

12.7 

14.5 

11.6 

7.8 

10.6 

10.5 

12.5 

9.3 

6.5 

7.4 

14.9 

12.6 

16.7 

28.6 

16.0 

13.7 

12.7 

9.6 

20.8 

18.0 

38.7 

41.3 

38.3 

36.4 

33.1 

11.0 

11.7 

10.3 

10.4 

10.3 

49.8 

50.8 

55.6 

51.9 

41.7 

1,603 

865 

311 

77 

350 

TOTAL

関東地方

近畿地方

沖縄県

その他

回答数

問Ｄ－３　安心して活動できるための必要条件（３ＬＡ）

（％）


